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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

㊨メテオのファーストライト（最初の試験

観測）映像から。上部に見えるのはＩＳ

Ｓのロボットアーム ㊦ＩＳＳ米国与圧実

験棟の観測窓に設置されたメテオ(７月７

日、宇宙飛行士が撮影)＝ＮＡＳＡ提供

ニュースガイド

２面　ロボカップ世界大会でテクニ   

　　　カル５連覇／杉山さん佐藤さ

　　　ん受賞／藤沼さん三宅さん彦

　　　根賞

３面　ＩＬＹ－Ａ〝３冠〟／キャン

　　　ディー燃料の世界初ロケット

　　　飛んだ／成層圏で気球実験２

　　　種／モンゴルでも初共同実験

４～５面　本学27年度決算を承認

６面　28年度ＰＰＡ総会／長尾研が

　　　台湾で展示交流／学生共済会

　　　予算、決算を承認

７面　建築レクチャー・槇文彦氏が

　　　講演／未来人「明智友之さん」

　　　／29年度入試日程／小宮学長

　　　が関東工教会長に

８面　６月オープンキャンパス／谷

　　　津干潟フェスタに各研究室参

　　　加／出版案内／新任紹介

　
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
と

三
菱
重
工
業
は
７
月
12
日
、

引
火
性
ガ
ス
が
充
満
す
る
ト

ン
ネ
ル
内
な
ど
で
も
自
ら
が

発
火
源
と
な
ら
な
い
「
防
爆

性
能
」
を
備
え
た
遠
隔
操
縦

式
の
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
「
桜
Ⅱ

号
（
防
爆
仕
様
）」
を
、
国

内
で
初
め
て
共
同
開
発
し
た

と
発
表
し
た
。

　「
櫻
弐
號
」を
ベ
ー
ス
に

　
本
学
と
三
菱
重
工
業
は
２

０
１
３
年
８
月
、
原
子
力
分

野
向
け
ロ
ボ
ッ
ト
を
共
同
で

開
発
・
生
産
す
る
た
め
の
技

術
協
力
協
定
を
締
結
。
そ
の

第
一
弾
で
あ
る
「
櫻
弐
號
」

は
す
で
に
数
台
が
国
内
の
原

子
力
施
設
や
研
究
機
関
で
稼

働
し
て
い
る
。

　「
桜
Ⅱ
号
」
は
、
東
日
本

大
震
災
で
破
壊
さ
れ
た
福
島

第
一
原
発
の
内
部
調
査
に
活

躍
し
た
「
ク
イ
ン
ス
」
と
、

そ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
引
き

継
ぐ
「
櫻
弐
號
」
の
走
破
性

な
ど
の
優
れ
た
性
能
と
、
三

菱
重
工
業
が
も
つ
防
爆
ロ
ボ

ッ
ト
開
発
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力
を
活
用
し

て
開
発
さ
れ
た
。

　
三
菱
重
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
環
境
ド
メ
イ
ン
原
子
力
事

業
部
の
大
西
献
主
幹
技
師
は

会
見
で
「
最
強
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
ロ
ボ
ッ
ト
を
生
み
出
せ

た
」
と
胸
を
張
っ
た
。

　
ま
た
、
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
の
古
田

貴
之
所
長
は
「
我
々
は
ロ
ボ

ッ
ト
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
だ
け

で
な
く
、
運
用
や
操
作
者
の

訓
練
の
た
め
の
教
習
ま
で
含

め
て
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
と

し
て
提
供
で
き
る
態
勢
を
整

え
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　「
桜
Ⅱ
号
」
の
防
爆
構
造

は
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

な
ど
を
収
納
し
た
「
耐
圧
防

爆
容
器
」
を
、
モ
ー
タ
ー
や

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
の
電

気
機
器
と
と
も
に
外
部
よ
り

高
圧
の
窒
素
ガ
ス
を
封
入
し

た
「
内
圧
容
器
」
で
さ
ら
に

包
み
込
ん
だ
二
重
方
式
。
引

火
性
ガ
ス
の
中
で
も
、
自
ら

が
出
す
電
気
火
花
や
熱
な
ど

で
爆
発
や
火
災
を
引
き
起
こ

す
危
険
性
を

大
幅
に
抑
え

る
こ
と
が
で

き
る
。

　
こ
の
た
め

ガ
ソ
リ
ン
や

メ
タ
ン
ガ
ス

な
ど
が
充
満

し
た
ト
ン
ネ

ル
事
故
の
現

場
な
ど
で
、

換
気
前
で
も

遠

隔

操

縦

（
無
線
・
有

線
）
で
ト
ン

ネ
ル
内
部
に

進
入
し
、
ガ

ス
や
酸
素
濃

度
情
報
、
映

像
、
現
場
の

形
状
デ
ー
タ

な
ど
を
人
に

代
わ
っ
て
収

集
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
引
火
性
と
拡
散

性
が
と
も
に
高
い
水
素
ガ
ス

に
も
対
応
し
て
い
る
。

　
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
と
三
菱
重
工
業

は
今
後
、
防
爆
性
能
を
備
え

た
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
開
発

や
自
動
走
行
化
な
ど
に
も
取

り
組
み
、
さ
ら
な
る
用
途
拡

大
と
潜
在
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起

こ
し
に
注
力
す
る
。

　
７
月
12
日
、
東
京
都
港
区

港
南
の
三
菱
重
工
業
品
川
本

社
で
行
わ
れ
た
記
者
会
見
に

は
約
60
人
の
報
道
陣
が
集
ま

り
、「
桜
Ⅱ
号
」
の
走
行
デ

モ

写
真

で
は
会
場
か
ら

驚
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い

た
。

引火を抑える！

国
内
初「
防
爆
」ロ
ボ

ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
と
三
菱
重
　共
同
開
発

世
界
初
、宇
宙
で
２
年
間

　
本
学
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）が
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）の
米

国
の
与
圧
実
験
棟
で
行
う「
メ
テ
オ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
世
界
初
の
流
星
観
測
が
７
月
７
日
、

ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
ず
７
月
28
〜
29
日
に
活
動
が
極
大
期
に
な
る
み
ず
が
め
座
デ
ル
タ
流
星

群
、
続
い
て
８
月
12
日
に
極
大
期
を
迎
え
る
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
本
格
観
測
す
る
。

　
２
０
１
２
年
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

（
米
航
空
宇
宙
局
）
か
ら
の

連
携
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た

「
メ
テ
オ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
２
０
１
４
年
10
月
と
15

年
６
月
の
２
度
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に

物
資
補
給
船
を
運
ぶ
ロ
ケ
ッ

ト
が
続
け
て
爆
発
し
、
搭
載

さ
れ
て
い
た
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
超

高
感
度
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
カ
ラ
ー
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
カ
メ
ラ
も
失
わ

れ
た
。

　
今
回
観
測
に
使
わ
れ
て
い

る
カ
メ
ラ
は
今
年
３
月
23
日

（
日
本
時
間
）
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
。
当
初
は
４
月
か
ら

観
測
を
始
め
る
予
定
だ
っ
た

が
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
側
の
事
情
や
予

期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
で
観
測
窓

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
け
ら
れ

な
く
な
り
開
始
が
遅
れ
た
。

 

５
月
20
日
に
カ
メ
ラ
を
地

上
か
ら
直
接
運
用
す
る
た
め

の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
上
の
パ
ソ
コ
ン
と

津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
８
号
館

に
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
公
認
の
メ

テ
オ
運
用
管
制
室
と
の
通
信

が
確
立
。
６
月
16
日
の
カ
メ

ラ
起
動
・
動
作
確
認
を
経

て
、
七
夕
の
７
月
７
日
に
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
る
許
可
が

下
り
、
観
測
開
始
に
こ
ぎ
着

け
た
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
津
田
沼

　
管
制
室
が
始
動

　
観
測
開
始
直
後
か
ら
カ
メ

ラ
で
捉
え
ら
れ
た
散
在
流
星

や
雷
、
世
界
の
都
市
の
夜
景

な
ど
の
映
像
は
、
ほ
ぼ
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
メ
テ
オ
運
用
管

制
室
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ

れ
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
メ
テ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ペ
ー
ジ
で
す
で
に
公
開

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
７
月
と
８
月
の
観

測
で
得
ら
れ
る
２
つ
の
流
星

群
の
デ
ー
タ
を
記
録
し
た
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
は
、
８
月
末

に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
を
離
れ
る
無
人
補

給
船
に
よ
っ
て
地
球
に
持
ち

帰
ら
れ
る
予
定
だ
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
今
後
２
年
間

の
メ
テ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

観
測
で
得
ら
れ
る
膨
大
な
デ

ー
タ
を
基
に
、
流
星
の
飛
跡

や
明
る
さ
か
ら
流
星
塵じ

ん

の
大

き
さ
を
求
め
た
り
、
流
星
発

光
の
輝
線
の
分
光
観
測
か

ら
、
流
星
塵
の
化
学
組
成
を

調
べ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
流

星
塵
を
放
出
し
た
母
天
体

（
彗
星
や
小
惑
星
）
の
直
接

探
査
に
迫
る
科
学
成
果
が
得

ら
れ
、
地
球
の
成
り
立
ち
や

地
球
生
命
の
起
源
の
研
究
の

新
た
な
展
開
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
メ
テ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
主

要
流
星
群
な
ど
の
映
像
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
ほ
か
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

で
も
公
開
さ
れ
る
予
定
。

ま
ず
２
流
星
群
を
追
う

「メテオ」観測始まる
ＩＳＳ窓に設置

「メテオ」カメラによる観測始動を喜ぶＰＥＲ

Ｃチーム。(左から)荒井朋子上席研究員、山田

学研究員、小林正規上席研究員、千秋博紀上席研

究員＝津田沼８号館のメテオ運用管制室で

2016
7.15

千葉工業大学・入試広報部
〒275-0016　千葉県習志野市津田沼

２丁目17番１号

℡ 047(478)0222　FAX 047(478)3344

毎月１回（８月を除く）15日発行



No.602 ２NEWS  C I T　　　　2016. 7. 15

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

沿
岸
に
巨
大
な
防
潮
堤
の
建

設
が
進
む
。
高
い
「
壁
」
で

海
を
隔
て
る
だ
け
で
本
当
に

町
が
育
つ
の
か
｜
｜
。
そ
ん

な
疑
問
か
ら
、
藤
沼
悠ゆ

う

生き

さ

ん
（
建
築
都
市
環
境
学
専
攻

修
士
１
年
・
多
田
脩
二
研
究

室
）
と
三
宅
菜な

月つ
き

さ
ん
（
同

・
今
村
創
平
研
究
室
）
の
２

人
が
「Oyster 

Reef

‐

共
に
成
長
す
る
ま
ち

‐」
を

構
想
し
、
学
生
・
若
手
実
務

者
の
た
め
の
第
３
回
構
造
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン 

(

６
月
19
日
、
東
京
都
港
区

芝
の
建
築
会
館

で
開
催)

で
発

表
。
審
査
員
特

別
賞
（
彦
根
茂

賞
）
を
受
賞
し

た
。

東

北

沿

岸
の
カ
キ
礁
か

ら
学
ん
だ
ユ
ニ

ー
ク
な
構
造
体

だ
。

　
藤
沼
さ
ん
ら

は
震
災
時
、
防

潮
堤
の
欠
片
が

津
波
被
害
を
拡

大
し
た
点
に
注
目
。
波
を
止

め
る
だ
け
の
「
壁
」
で
は
効

果
や
景
観
に
問
題
が
残
り
、

受
け
入
れ
た
く
な
い
と
い
う

住
民
も
い
る
。
発
想
を
変
え

津
波
に
負
け
な
い
建
築「
ま

ち
の
一
部
」と
し
て
復
興
を

担
え
な
い
か
と
考
え
た
。

　
注
目
し
た
の
は
カ
キ
礁
。

カ
キ
礁
は
、
強
い
波
に
流
さ

れ
ず
海
の
生
物
に
住
み
処
を

提
供
し
、
漁
礁
に
な
る
。
こ

れ
を
人
間
ス
ケ
ー
ル
に
ユ
ニ

ッ
ト
化
で
き
れ
ば
…
…
。

　
５
年
経
っ
て
も
復
興
が
は

か
ど
ら
な
い
宮
城
県
雄
勝
町

を
具
体
的
計
画
地
に
選
定
。

カ
キ
礁
に
学
ん
だ
点
を
人
間

生
活
に
置
き
換
え
▽
暮
ら
し

の
提
供
▽
直
射
日
光
か
ら
守

る
▽
津
波
か
ら
守
る
▽
生
活

用
水
、
排
水
の
確
保
▽
被
災

後
の
場
所
の
提
供
▽
非
常
食

な
ど
の
確
保
エ
リ
ア
｜
｜
に

沿
っ
て
、
模
型
化
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
プ
ラ
ン

は
、
浜
辺
の
地
盤
に
鋼
管
杭

を
打
ち
込
み
、
上
に
ユ
ニ
ッ

ト
を
積
む
。
ユ
ニ
ッ
ト
の
曲

面
が
波
へ
の
抵
抗
を
減
ら

し
、
積
ん
だ
隙
間
が
水
の
威

力
を
弱
め
る
。
各
戸
は
頑
丈

な
扉
で
海
水
を
締
め
出
す
。

　
集
合
体
を
防
潮
堤
エ
リ
ア

と
住
居
・
商
店
街
エ
リ
ア
と

に
分
け
、
ガ
ラ
ス
天
井
か
ら

採
光
。
外
に
い
る
人
々
の
避

難
所
に
も
な
る
。
各
ユ
ニ
ッ

ト
と
町
が
呼
応
し
、
時
間
と

と
も
に
成
長
し
て
い
く
。

　
藤
沼
さ
ん
は
「
時
間
不
足

で
案
を
詰
め
切
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
相
方(

三
宅
さ
ん)

と

ぶ
つ
か
る
こ
と
な
く
、
楽
し

く
取
り
組
め
た
と
思
い
ま

す
。
結
果
的
に
素
晴
ら
し
い

賞
を
取
れ
て
よ
か
っ
た
」
と

喜
ん
だ
。

　
人
々
が
快
適
に
暮
ら
せ
る

社
会
を
目
指
す
人
間
中
心
設

計
推
進
機
構
（
Ｈ
Ｃ
Ｄ-

Ｎ

ｅ
ｔ
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

６
の
春
季
Ｈ
Ｃ
Ｄ
研
究
発
表

会(

６
月
11
日
、
東
京
都
港

区
の
東
海
大
高
輪
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催)

で
、
本
学
大
学

院
の
杉
山
雄
太
さ
ん(

デ

ザ
イ
ン
科
学
専
攻
修
士
２

年
・
安
藤
昌
也
研
究
室)

と
佐
藤
茜
さ
ん(

同
１
年

・
同
）
が
発
表
し
、
杉
山

さ
ん
は
優
秀
講
演
賞
、
佐

藤
さ
ん
は
優
秀
ポ
ス
タ
ー

賞
を
受
賞
し
た
。

　
杉
山
さ
ん
は
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
利
他

的
行
為
の
動
機
づ
け
の
要

因
に
関
す
る
研
究
」
を
口

頭
発
表
し
た
。

　
社
会
心
理
学
で
扱
わ
れ
る

「
利
他
的
行
為
」
の
概
念

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

拡
げ
、
ユ
ー
ザ
ー
が
製
品

・
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
し
た

ら
心
地
よ
く
利
用
で
き
る

か
の
体
験

Ｕ
Ｘ
（User 

Experience

）
と
し
て
研
究

し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、

募
金
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
、
Ｑ
＆
Ａ
サ
イ
ト
の

よ
う
に
、
人
が
誰
か
を
助
け

る
利
他
的
行
為
が
あ
る
。
何

が
人
の
利
他
的
行
為
を
促
す

藤
沼
さ
ん

三
宅
さ
ん

彦
根
賞

■

構
造
コ
ン
ペ
に
〝
カ
キ
礁
の
ま
ち
〞出
品

杉
山
さ
ん

佐
藤
さ
ん

受
賞

■

安
藤
研
の
２
人　

Ｈ
Ｃ
Ｄ
研
究
発
表
会
で
発
表

の
か
、
そ
の
要
因
を
探
り
デ

ザ
イ
ン
に
応
用
す
れ
ば
、
よ

り
多
く
の
利
他
的
行
為
を
生

み
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
Ｕ
Ｘ
研
究
で
は
あ
る
が
、

ま
ず
利
他
的
行
為
に
つ
い
て

社
会
心
理
学
の
先
行
研
究
を

勉
強
。
な
じ
み
の
な
い
分
野

に
苦
労
し
た
と
い
う
。

　
杉
山
さ
ん
は
「
手
探
り
で

行
っ
て
い
る
研
究
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
形
で
評
価
さ
れ

た
こ
と
は
非
常
に
う
れ
し

く
、
今
後
の
励
み
に
な
り
ま

し
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　
　
　
　
★

　
一
方
、
佐
藤
さ
ん
は
「
左

利
き
に
か
か
る
心
理
的
負
荷

の
研
究
」を
ポ
ス
タ
ー
発
表
。

　
左
利
き
の
人
が
日
常
、
使

い
に
く
い
と
感
じ
て
い
る
モ

ノ
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
左
利
き
の
人
が

右
利
き
用
の
モ
ノ
を
使
う
際

に
生
じ
る
心
理
的
負
荷
を
、

唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
検
査
・
質

問
紙
・
描
画
テ
ス
ト
を
通
じ

て
調
べ
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
常
磐
大
心

理
学
科
か
ら
本
学
大
学
院
に

入
学
。「
左
利
き
…
」
は
前

校
で
の
調
査
を
安
藤
研
で
分

析
し
、
ま
と
め
た
も
の
。
検

査
で
は
普
通
、
評
価
テ
ス
ト

に
は
用
い
ら
れ
な
い
描
画
テ

ス
ト
も
採
用
し
、
よ
り
人
の

深
層
心
理
に
迫
っ
た
。
安
藤

教
授
に
は
デ
ー
タ
分
析
の
仕

方
や
考
察
の
深
め
方
に
つ
い

て
指
導
を
仰
い
だ
と
い
う
。

　
佐
藤
さ
ん
は
「
心
理
学
科

出
身
を
生
か
し
て
モ
ノ
と
人

の
関
わ
り
を
調
査
し
た
研
究

が
評
価
さ
れ
、
と
て
も
う
れ

し
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
心
理
学
的
な
観
点
を

生
か
し
た
研
究
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
受
賞
の
喜

び
を
語
っ
た
。

　
一
昨
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
、
昨

年
の
中
国
大
会
に
続
く
キ
ッ

ド
サ
イ
ズ
・
サ
ッ
カ
ー
で
の

世
界
３
連
覇
は
惜
し
く
も
な

ら
な
か
っ
た
が
、
ア
ダ
ル

ト
、
テ
ィ
ー
ン
、
キ
ッ
ド
の

各
サ
イ
ズ
の
参
加
ロ
ボ
ッ
ト

か
ら
全
出
場
チ
ー
ム
の
投
票

で
選
ば
れ
る
「
ベ
ス
ト
ヒ
ュ

ー
マ
ノ
イ
ド
」
で
は
、
キ
ッ

ド
サ
イ
ズ
部
門
の
筆
頭
候

補
、
３
サ
イ
ズ
の
全
参
加
29

チ
ー
ム
中
２
位
に
選
ば
れ
、

CIT Brains

の
「
世
界
最
高

の
技
術
」
が
改
め
て
会
場
で

認
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
昨
年
に
続
い
て
今
年

が
２
度
目
の
世
界
大
会
参
加

と
な
っ
た
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ズ

（
１
３
０
〜
１
８
０
㌢
）
部

門
で
は
、
参
加
８
チ
ー
ム
中

テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
３

位
に
入
っ
た
。

　
　
　
　
＊

　
1
チ
ー
ム
４
台
の
自
律
ヒ

ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
が

フ
ォ
ワ
ー
ド
、
バ
ッ
ク
ス
、

キ
ー
パ
ー
な
ど
の
役
割
を
分

担
し
な
が
ら
戦
う
キ
ッ
ド
サ

イ
ズ
の
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
。

今
年
は
世
界
各
国
か
ら
17
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
一
次
・
二

次
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
８
チ

ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に

進
む
方
式
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

　
日
本
か
ら
唯
一
参
加
の

CIT Brains
は
一
次
予
選
で

主
催
者
側
の
Ｐ
Ｃ
と
の
通
信

障
害
が
発
生
し
、
大
苦
戦
に

陥
っ
た
が
、
４
戦
目
以
降
は

本
来
の
得
点
能
力
を
発
揮
し

て
盛
り
返
し
た
。
そ
し
て
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
入
る
と
、

ま
ず
準
々
決
勝
で
韓
国
の

「Team KUDOS

」
に
前
半
10

分
で
５
点
と
い
う
今
大
会
最

多
得
点
を
挙
げ
て
圧
勝
し
、

会
場
の
注
目
を
浴
び
た
。

　
し
か
し
、
準
決
勝
で
は
好

敵
手
の
中
国
の
強
豪
・
浙
江

大
の
「ZJU Dancer

」
に
延

長
戦
後
の
Ｐ
Ｋ
戦
で
１
対

０
で
敗
れ
、
国
立
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ

ク

校

の
「Robo 

Erectus 

Junior

」
と
の
３
位
決
定
戦

に
。
こ
の
試
合
も
Ｐ
Ｋ
戦

に
も
つ
れ
込
ん
だ
が
、CIT 

Brains

が
２
対
１
で
制
し

た
。

　
な
お
、
優
勝
は
仏
ボ
ル

ド
ー
第
１
大
の
「Rhoban 

Football Club

」、
２
位
は

ZJU Dancer

だ
っ
た
。

　CIT Brains

キ
ッ
ド
サ
イ

ズ
・
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ

ー
、
関
遥
太
君
は
「
自
分
た

ち
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
ど
の
参
加

チ
ー
ム
の
ロ
ボ
ッ
ト
よ
り
も

得
点
能
力
は
高
か
っ
た
が
、

押
し
合
い
に
な
っ
た
際
に
転

倒
し
て
壊
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
ま
た
他
チ
ー
ム
の
中

に
は
、
よ
り
大
き
い
ロ
ボ
ッ

ト
を
混
在
さ
せ
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
技
術
レ
ベ
ル
も
上
が

っ
て
い
た
」
と
分
析
。
来
年

の
雪
辱
を
誓
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
＊

　
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
①
ハ
イ
キ
ッ
ク
②
プ
ッ
シ

ュ
・
リ
カ
バ
リ
ー
③
ジ
ャ
ン

プ
④
ゴ
ー
ル
キ
ッ
ク
・
ウ
イ

ズ
・
ム
ー
ビ
ン
グ
ボ
ー
ル
の

４
種
目
で
争
わ
れ
る
。

　
５
連
覇
し
た
キ
ッ
ド
サ
イ

ズ
で
は
、CIT Brains

は
ゴ

ー
ル
前
の
バ
ー
を
越
え
て
シ

ュ
ー
ト
す
る
①
と
、
坂
を
転

が
っ
て
く
る
ボ
ー
ル
を
狙
っ

て
シ
ュ
ー
ト
す
る
④
で
圧
倒

的
な
強
さ
を
見
せ
た
。
ま
た

足
を
曲
げ
て
跳
び
上
が
り
、

滞
空
時
間
を
競
う
③
で
も
他

チ
ー
ム
を
圧
す
る
跳
躍
を
披

露
し
た
。

　
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ズ
で
も

CIT Brains

の
身
長
１
３
０

㌢
、
体
重
12
・
５
㌔
の
ロ
ボ

ッ
ト
は
③
ジ
ャ
ン
プ
と
、
体

当
た
り
さ
れ
た
と
き
な
ど
の

〝
踏
ん
張
り
力
〞
を
競
う
②

プ
ッ
シ
ュ
・
リ
カ
バ
リ
ー
が

高
い
評
価
を
得
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
の
月
岡
成
志
さ

ん
は
「
キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
と
合

わ
せ
て
、
我
々
は
ま
だ
世
界

の
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
る
。

　
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ズ
の
サ
ッ

カ
ー
ゲ
ー
ム
と
テ
ク
ニ
カ
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
制
し
て
総
合

優
勝
し
た
イ
ラ
ン
の「Baset 

Adult-size

」
は
ベ
ス
ト
ヒ

ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
も
獲
得
し

た
。

　来
年
世
界
大
会
は

　名
古
屋
で
屋
外
戦
？

　
来
年
の
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２

０
１
７
」
は
７
月
27
〜
31

日
、
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ

る
。
名
古
屋
は
《
２
０
５
０

年
ま
で
に
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
勝
つ
自
律

型
の
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ

ッ
ト
を
作
る
》
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
、
１
９
９
７
年
に

最
初
の
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大

会
が
開
か
れ
た
発
祥
の
地
。

ロ
ボ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
室
内

フ
ィ
ー
ル
ド
に
比
べ
て
は
る

か
に
難
易
度
が
高
い
屋
外
フ

ィ
ー
ル
ド
の
導
入
も
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　CIT Brains

は
ど
う
挑
む

の
か
。
チ
ー
ム
を
率
い
る
林

原
靖
男
教
授
は
「
来
年
は
卒

業
を
控
え
た
学
生
が
多
く
な

る
の
で
、
集
大
成
と
し
て
後

世
に
残
る
技
術
を
作
り
上
げ

た
い
。
屋
外
で
の
サ
ッ
カ
ー

は
我
々
に
と
っ
て
も
未
知
の

分
野
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
き

合
う
た
め
に
は
、
ま
ず
メ
ン

バ
ー
全
員
で
一
丸
と
な
っ
て

学
び
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
我
々
も
進
化
し

て
い
ま
す
が
、
世
界
の
技
術

は
そ
れ
以
上
に
進
化
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
追
い
つ
き
、

追
い
越
す
こ
と
を
目
指
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。

　
６
月
30
日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
ド
イ
ツ
の
ラ
イ

プ
チ
ヒ
で
開
催
さ
れ
た
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会

２
０
１
６
」
の
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
リ
ー
グ
・
キ
ッ

ド
サ
イ
ズ
（
身
長
40
〜
90
㌢
）
部
門
で
、
未
来
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の
チ
ー
ム
「CIT Brains

」
は

テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
５
年
連
続
で
制
覇
。

同
部
門
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
で
も
３
位
に
入
り
、
両

競
技
で
の
獲
得
ポ
イ
ン
ト
を
ト
ー
タ
ル
し
た
総
合

ポ
イ
ン
ト
１
位
に
な
り
、
投
票
の
結
果
、
ベ
ス
ト

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
２
位
に
な
っ
た
。

ロボカップ・ドイツ大会

テ
ク
ニ
カ
ル
世
界
５
連
覇

本
学
チ
ー
ム

サ
ッ
カ
ー
惜
し
く
も
３
位

キ
ッ
ド
サ
イ
ズ

■
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
1
６

ド
イ
ツ
大
会
出
場
メ
ン
バ
ー

　
月
岡
成
志
（
修
士
２
年
）

▽
山
本
龍
▽
安
藤
雅
幸
▽
牧

角
知
祥
（
以
上
修
士
１
年
）

▽
川
崎
文
寛
（
４
年
）
▽
加

瀬
林
千
里
▽
鈴
木
裕
加
里
▽

関
遥
太
▽
平
間
翔
大
▽
増
田

萌
乃
▽
ス
プ
ラ
ト
マ
ン
・
ジ

ョ
シ
ュ
ア
（
以
上
３
年
）
▽

後
藤
良
平
▽
林
立
樹
▽
島
田

悟
志
（
以
上
２
年
）

　
林
原
靖
男
（
教
授
）

構想の模型を手に三宅さん(右)と藤沼さん

表彰台でガッツポーズ――CIT Brainsチーム

杉山さん(中央右)と佐藤さん(同左)
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な

ソ
フ
ト
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
燃

料
に
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
世
界

初
の
打
ち
上
げ
に
、
機
械
電

子
創
成
工
学
科
の
和
田
豊
准

教
授
が
加
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
成
功
。
日
本

最
大
の
広
告
主
団
体
「
日
本

ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
ズ
協
会
」

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
か
ら
表
彰
さ
れ

た
。

　
和
歌
山
大
宇
宙
教
育
研
究

所
の
秋
山
演
亮
所
長(

７
月

１
日
か
ら
本
学
惑
星
探
査
研

究
セ
ン
タ
ー
主
席
研
究
員)

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
燃
料
に

■

和
田
准
教
授
ら
の
チ
ー
ム

表
彰
さ
れ
る

世
界
初
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ん
だ

ＩＬＹ-Ａ〝３冠〟
■ 世界的な賞 連続受賞

　
本
学
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ

ｏ
）
と
ア
イ
シ
ン
精
機
㈱
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

近
未
来
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
「
Ｉ
Ｌ
Ｙ-

Ａ
」

写
真
・
受
賞
紹
介
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
か
ら

が
、
ド
イ
ツ

「
レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ

ン
賞
」
の
「
レ
ッ
ド
ド
ッ
ト

賞
・
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

２
０
１
６
」
を
受
賞
し
た
。

　
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス

ト
フ
ァ
ー
レ
ン
・
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
レ
ッ

ド
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
賞
は

１
９
５
５
年
か
ら
毎
年
開
催

さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ザ
イ

ン
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
賞
」、

ド
イ
ツ
の
「
ｉ
Ｆ
（
ア
イ
エ

フ
）
デ
ザ
イ
ン
賞
」
と
並
ん

で
世
界
３
大
デ
ザ
イ
ン
賞
の

１
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
「
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
セ
プ
ト
」
は
２
０
０
５
年

　
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
は
６
月
、
北

海
道
で
大
気
球
に
よ
る
成
層

圏
で
の
微
生
物
採
集
実
験

（biopause

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
と
、
モ
ン
ゴ
ル
で
の
宇

宙
塵じ

ん

採
集
を
目
的
と
し
た
簡

易
型
気
球
の
放
球
実
験
を
相

次
い
で
実
施
し
た
。
前
者
は

「
地
球
型
生
命
の
起
源
」、

後
者
は
「
宇
宙
の
成
り
立
ち

の
解
明
」
と
い
う
人
類
規
模

の
テ
ー
マ
に
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
独
自

の
発
想
で
挑
む
壮
大
な
実
験

の
ス
タ
ー
ト
だ
。

北
海
道
で
放
球
成
功

　
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
大
野
宗
祐
上

席
研
究
員
を
リ
ー
ダ
ー
と
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

研
究
開
発
し
た
微
生
物
採
集

装
置
を
成
層

圏
に
運
ぶ
宇

宙
航
空
研
究

開

発

機

構

（

Ｊ

Ａ

Ｘ

Ａ
）
の
大
気

球
は
６
月
８

日
早
朝
、
北

海
道
大た

い

樹き

町

の
大
樹
航
空

宇
宙
実
験
場

か
ら
放
球
さ

れ
た

写
真
。

　
大
気
球
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

の
薄
膜
製
で
満
膨
張
時
は
直

径
33
・
５
㍍
、
体
積
１
万
５

千
立
方
㍍
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
こ

の
大
気
球
を
さ
ま
ざ
ま
な
科

学
観
測
目
的
で
年
に
数
回
放

球
し
て
い
る
が
、
成
層
圏
で

の
微
生
物
採
集
目
的
で
使
わ

れ
た
の
は
初
め
て
。

　
放
球
か
ら
約
２
時
間
後
、

高
度
28
㌔
で
採
集
装
置
は
地

上
か
ら
の
指
令
で
大
気
球
か

ら
切
り
離
さ
れ
、
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
で
実
験
場
の
東
30
㌔
の

太
平
洋
上
に
落
下
。
漁
船
で

待
ち
受
け
て
い
た
大
野
上
席

研
究
員
ら
が
回
収
し
た
。

　
地
球
大
気
の
上
部
（
成
層

圏
と
中
間
圏
）
に
お
け
る
微

生
物
の
存
在
は
こ
れ
ま
で
に

数
例
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
種
類
や
分
布
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
地
球
生
物
圏

の
上
端
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
を
知
る
上
で
重
要

な
知
見
と
な
る
。

　
例
え
ば
大
気
上
部
に
存
在

す
る
微
生
物
の
中
に
地
球
由

来
以
外
の
生
物
が
見
つ
か
れ

ば
、〝
宇
宙
由
来
〞
の
生
命

が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
が
開
発
し
た
採

集
装
置
は
、
大
気
球
に
付
着

し
た
地
上
の
微
生
物
な
ど
が

混
じ
ら
な
い
よ
う
、
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
降
下
す
る
間
に
微
生

物
を
採
集
す
る
よ
う
設
計
さ

れ
て
い
る
。

　
今
回
採
集
さ
れ
た
装
置
中

の
微
生
物
・
微
粒
子
試
料
は

津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ

で
、
大
野
上
席
研
究
員
ら
に

よ
っ
て
初
期
分
析
が
行
わ
れ

成
層
圏
で
気
球
実
験
２
種

■　

生
命
の
起
源
、宇
宙
の
成
り
立
ち
探
る

ＰＥＲＣ

に
新
設
さ
れ
た
部
門
で
、
デ

ザ
イ
ン
の
概
念
や
ア
イ
デ

ア
、
先
見
性
、
将
来
性
な
ど

を
重
視
し
て
選
定
さ
れ
る
。

今
回
、
こ
の
部
門
に
は
60
カ

国
か
ら
４
６
９
８
件
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
あ
り
、
２
４
４
件

が
受
賞
し
た
。

　
Ｉ
Ｌ
Ｙ-

Ａ
は
ベ
ビ
ー
カ

ー
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
な
が

ら
ビ
ー
ク
ル
、
キ
ッ
ク
ス
ケ

ー
タ
ー
、
カ
ー
ト
、
キ
ャ
リ

ー
の
４
つ
の
形
態
に
変
化
。

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
応
用
し
た

「
知
能
化
安
全
技
術
」
を
搭

載
し
、
突
然
飛
び
出
し
て
く

る
人
な
ど
を
認
識
し
て
、
自

動
で
速
度
を
減
速
し
制
動
・

制
御
す
る
。

　
昨
年
12
月
に
「
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
・
未
来
づ
く
り
デ
ザ

イ
ン
賞
」、
今
年
２
月
に
は

「
ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１

６
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

や
国
立
天
文
台
チ
リ
観
測
所

の
阪
本
成
一
教
授
ら
が
加
わ

っ
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
昨
年
３
月
７
日
、
和
歌

山
市
の
コ
ス
モ
パ
ー
ク
加
太

で
、
Ｕ
Ｈ
Ａ
味
覚
糖
㈱
の
キ

ャ
ン
デ
ィ
ー
「
ぷ
っ
ち
ょ
」

を
燃
料
に
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
ロ
ケ
ッ
ト
（
全
長
約
１
７

０
㌢
、
重
さ
約
７
㌔
）
を
打

ち
上
げ
た
。
使
っ
た
「
ぷ
っ

ち
ょ
」
は
20
粒
、
重
さ
に
し

て
わ
ず
か
１
０
０
㌘
。

　
発
射
台
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た

２
機
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
大
勢
の

市
民
や
子
ど
も
た
ち
が
見
守

る
前
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
炎

を
勢
い
よ
く
噴
き
出
し
な
が

ら
約
３
秒
間
、
上
空
２
５
０

㍍
ま
で
上
昇
し
、
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
で
地
上
に
落
下
し
た
。

　「
糖
分
を
含
ん
だ
高
カ
ロ

リ
ー
食
品
を
用
い
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば

す
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、

当
時
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
で
宇
宙

科
学
関
係
の
広
報
普
及
活
動

を
し
て
い
た
阪
本
氏
か
ら
出

さ
れ
た
。
目
的
は
多
く
の
人

に
想
像
力
の
大
切
さ
や
科
学

の
面
白
さ
、
も
の
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
。

　
本
学
の
「
ロ
ケ
ッ
ト
ガ
ー

ル
＆
ボ
ー
イ
養
成
講
座
」
の

指
導
に
も
当
た
っ
て
い
る
和

田
准
教
授
は
、
専
門
の
燃
焼

工
学
や
ロ
ケ
ッ
ト
推
進
工
学

の
知
識
を
応
用
し
て
エ
ン
ジ

ン
部
分
の
設
計
と
開
発
を
担

当
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
と

打
ち
上
げ
で
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
た
。

　
難
し
か
っ
た
の
は
、
和
田

准
教
授
が
研
究
し
て
い
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
燃
料
に
し
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
に

比
べ
て
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
は

燃
焼
し
に
く
く
、
大
き
な
推

力
を
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い

こ
と
。
そ
こ
で
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
を
効
率
よ
く
燃
焼
さ
せ
る

た
め
に
最
適
な
酸
素
の
割
合

を
計
算
し
、
燃
焼
効
率
が
上

が
る
燃
料
の
配
置
を
工
夫
し

た
。

　「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
で
ロ
ケ

ッ
ト
を
飛
ば
す
」
と
い
う
誰

も
考
え
な
か
っ
た
ア
イ
デ
ア

を
実
現
さ
せ
た
成
果
に
つ
い

て
、
和
田
准
教
授
は
「
き
わ

め
て
安
全
性
の
高
い
ロ
ケ
ッ

ト
推
進
系
の
研
究
を
後
押
し

す
る
こ
と
に
加
え
て
、
工
学

・
理
学
を
き
ち
ん
と
勉
強
す

る
と
、
こ
れ
ま
で
世
の
中
に

な
か
っ
た
面
白
い
物
を
自
分

の
手
で
作
る
こ
と
が
で
き
る

と
実
証
し
た
教
育
的
効
果
も

大
き
い
で
し
ょ
う
」。
ま
た

「
将
来
、
宇
宙
食
が
緊
急
脱

出
用
の
燃
料
を
兼
ね
る
こ
と

も
夢
で
は
な
く
な
る
か
も
知

れ
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ａ
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
に

は
受
賞
者
と
し
て
「
千
葉
工

業
大
学
惑
星
探
査
研
究
セ
ン

タ
ー
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

て
い
る
。

　
大
野
上
席
研
究
員
の
話
　

こ
の
実
験
の
目
的
は
、
大
き

な
視
野
で
言
え
ば
「
地
球
型

生
命
は
地
球
に
し
か
存
在
し

な
い
の
か
」
を
調
べ
る
こ

と
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ

は
地
球
の
生
命
圏
は
宇
宙
に

向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
る
の

か
、
閉
じ
て
い
る
の
か
を
知

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
前
田
恵
介
研

究
員
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
６
月

10
日
、
モ
ン
ゴ
ル
工
業
技
術

大
（
Ｉ
Ｅ
Ｔ
）
と
共
同
で
、

成
層
圏
で
の
宇
宙
塵
採
集
を

行
う
た
め
の
バ
ル
ー
ン
放
球

実
験
を
行
い
、
成
功
し
た

写
真
下
。

　
実
験
は
、
ゴ
ム
製
で
直
径

約
１
９
０
㌢
、
重
さ
約
３
㌔

の
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
詰
め
た

バ
ル
ー
ン
に
、
吸
引
式
の
宇

宙
塵
採
集
装
置
や
送
信
機
な

ど
を
取
り
付
け
て
成
層
圏
ま

で
上
昇
さ
せ
、
バ
ル
ー
ン
が

気
圧
低
下
に
よ
っ
て
膨
張
・

破
裂
し
た
後
、
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
で
地
上
に
落
下
し
た
装
置

を
回
収
す
る
も
の
。

　
こ
の
実
験
は
国
内
で
行
う

と
装
置
が
海
に
落
下
す
る
リ

ス
ク
が
高
い
が
、
国
土
の
大

部
分
が
平
坦
な
草
原
に
覆
わ

れ
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
は
実
験

に
適
し
て
い
る
。
３
月
に
本

学
と
交
流
協
定
を
結
ん
だ
Ｉ

Ｅ
Ｔ
側
も
関
心
を
示
し
た
た

め
、
初
の
共
同
実
験
が
実
現

し
た
。

　
放
球
は
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
か
ら
南
西
に
約
４
０
０

㌔
離
れ
た
ア
ル
バ
イ
ヘ
ー
ル

郊
外
で
行
わ
れ
た
。
バ
ル
ー

ン
は
想
定
高
度
（
30
〜
35

㌔
）
よ
り
高
い
40
㌔
ま
で
上

昇
し
た
と
こ
ろ
で
破
裂
。
実

験
装
置
は
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で

緩
降
下
し
、
放
球
地
点
の
南

東
約
70
㌔
に
着
地
し
て
、
自

動
車
で
追
跡
し
た
実
験
ス
タ

ッ
フ
に
回
収
さ
れ
た
。

　
装
置
で
デ
ー
タ
を
分
析
し

た
結
果
、
成
層
圏
で
の
３
ヘクト

パスカル
以
下
の
絶
対
気
圧
計
測
に

も
成
功
し
た
。

　
今
回
の
実
験
は
今
後
、
モ

ン
ゴ
ル
で
継
続
し

て
成
層
圏
バ
ル
ー

ン
放
球
実
験
を
多

頻
度
で
行
う
た
め

の
環
境
基
盤
整
備

が
最
大
の
眼
目
。

　
前
田
研
究
員
は

「
参
加
し
た
Ｉ
Ｅ

Ｔ
の
研
究
者
の
中

に
は
日
本
語
が
と

て
も
堪
能
な
人
も

お
り
、
学
生
た
ち

も
含
め
皆
、
協
力

的
。
よ
い
実
験
環

境
が
で
き
た
と
思

う
」
と
話
し
て
い

る
。

モ
ン
ゴ
ル
で
も

■

協
定
校
・
工
技
大
と
初
共
同
実
験

〝キャンディー・プロジェクト〟を指導した和田准教授



No.602 ４NEWS  C I T　　　　2016. 7. 15

１
　
工
学
部
再
編

　
18
歳
人
口
の
動
向
を
中
心
に
外
部

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
15
年
度
の
工
学
部
改
組
以
来
、
鋭

意
検
討
を
進
め
て
き
た
結
果
、
入
学

者
の
多
様
化
へ
の
対
応
、
留
年
・
退

学
者
問
題
な
ど
本
学
が
抱
え
る
諸
課

題
を
改
善
し
、
よ
り
よ
い
教
育
研
究

体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
工
学
部
６
学
科
を
３
学
部
12
学
科

に
再
編
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
27
年

４
月
文
部
科
学
省
に
学
部
・
学
科
の

設
置
届
出
を
行
い
、
平
成
28
年
４
月

か
ら
開
設
し
た
。

【
新
学
部
・
学
科
構
成
】

　
　
　
　
　
　（
　
）
内
は
入
学
定
員

工
学
部

　
機
械
工
学
科
　
　
　（
１
４
０
名
）

　
機
械
電
子
創
成
工
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
１
０
名
）

　
先
端
材
料
工
学
科
（
１
１
０
名
）

　
電
気
電
子
工
学
科
（
１
４
０
名
）

　
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
１
０
名
）

　
応
用
化
学
科
　
　
　（
１
１
０
名
）

創
造
工
学
部

　
建
築
学
科
　
　
　
　（
１
４
０
名
）

　
都
市
環
境
工
学
科
（
１
１
０
名
）

　
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
（
１
２
０
名
）

先
進
工
学
部

　
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
２
０
名
）

　
生
命
科
学
科
　
　
　（
１
１
０
名
）

　
知
能
メ
デ
ィ
ア
工
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
１
０
名
）

２
　
教
育
研
究
活
動

(

１)

入
学
試
験
関
係

　
平
成
28
年
度
入
学
試
験
（
平
成
27

年
度
実
施
）
に
お
け
る
学
部
入
試
の

総
志
願
者
数
は
７
万
８
１
９
２
名

（
前
年
度
５
万
２
６
０
０
名
　
前
年

度
比
１
４
８
％
）
と
な
っ
た
。
　

(

２
）
学
生
生
活
の
満
足
度
向
上
へ

向
け
た
継
続
的
対
応

　
①
学
生
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

　
　
実
施
と
活
用

　
②
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

　
　
と
活
用

　
③
大
学
生
基
礎
力
調
査
（
自
己
発

　
　
見
レ
ポ
ー
ト
）
の
実
施
と
活
用

　
④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
生
サ
ー

　
　
ビ
ス

　
⑤
単
位
互
換
制
度

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
お
い
て
は
平
成
25

年
度
か
ら
新
入
生
、
教
職
員
全
員
に

貸
与
し
たiPad 

mini

が
全
て
の
学

生
に
行
き
渡
る
年
度
と
な
っ
た
。

(

３)

入
学
前
教
育
の
充
実

　
Ａ
Ｏ
創
造
入
学
試
験
及
び
推
薦
入

学
試
験
に
よ
る
入
学
予
定
者
に
対
し

て
、
入
学
前
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
（
３
日
間
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
）
を
平
成
24
年
度
か
ら
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
。
入
学
後
も
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

(

４)

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
試
験
の
実
施

　
学
内
に
お
い
て
年
７
回
、
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ 

Ｉ
Ｐ
（
団
体
特
別
受
験
制

度
）
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

(

５)

初
年
次
教
育
の
充
実

　
①
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
実
施
サ
ポ

　
　
ー
ト

　
②
補
完
教
育
の
継
続
実
施

　
③
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

（
６
）
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
の
開

設　
常
駐
す
る
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
と
楽
し
く
、
意
欲
的
に
学

ぶ
姿
勢
を
養
成
す
る
こ
と
で
、
英
語

教
育
の
一
層
の
強
化
・
充
実
を
努
め

て
い
る
。

（
７
）
教
職
員
が
連
携
し
た
就
職
支

援
の
強
化

　
学
科
及
び
研
究
室
指
導
教
員
が
主

体
と
な
り
、
学
生
一
人
ひ
と
り
と
の

対
話
を
積
み
重
ね
る
こ
と
を
柱
に
し

て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
就
職
委
員

会
、
就
職
課
が
綿
密
に
連
携
を
取

り
、
学
生
の
支
援
を
進
め
た
。

（
８
）
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
強
化

　
社
会
性
を
涵
養
さ
せ
る
各
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
各
種
資
格
講
座
の

展
開
と
し
て
、
新
規
に
３
級
Ｆ
Ｐ

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
）
技
能
検
定
受
験
対
策
講
座
を

実
施
し
た
。
現
行
の
資
格
講
座
で
は

秘
書
技
能
検
定
、
公
務
員
試
験
対
策

講
座
、
知
的
財
産
管
理
技
能
検
定
を

開
設
し
た
。
知
的
財
産
管
理
技
能
検

定
に
つ
い
て
は
全
国
大
学
合
格
者
が

５
年
連
続
第
１
位
と
な
っ
た
。

（
９
）
大
学
院
へ
の
進
学
支
援

　
横
断
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

在
学
生
及
び
新
入
生
の
保
護
者
に
対

し
て
、
大
学
院
解
説
誌
「
大
学
院
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
配
布
し
、
学
部
生
の
早

期
段
階
で
の
大
学
院
進
学
意
識
を
啓

発
し
た
。
ま
た
、
各
学
科
長
に
「
本

学
大
学
院
の
学
内
進
学
率
向
上
に
向

け
た
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
及
び

ガ
イ
ダ
ン
ス
実
施
に
向
け
た
希
望
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
、
複
数
の

学
科
が
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し

た
。

（
10
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
促
進

　
学
部
３
年
次
・
大
学
院
１
年
次
後

期
に
向
け
て
、
学
生
が
自
分
の
将
来

を
見
据
え
た
実
務
体
験
が
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
支
援
を
行
っ

た
。

（
11
）
新
入
生
に
対
す
る
少
人
数
制

に
よ
る
総
合
的
な
支
援

　
①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

　
②
ク
ラ
ス
担
任
制

（
12
）
習
熟
度
別
教
育
の
充
実

　
入
学
時
に
実
施
す
る
プ
レ
ス
メ
ン

ト
テ
ス
ト
の
結
果
を
参
考
に
教
養
科

目
４
科
目
、
基
礎
科
目
８
科
目
、
そ

の
他
専
門
科
目
に
お
い
て
、
習
熟
度

別
ク
ラ
ス
を
開
設
し
、
学
生
個
々
の

レ
ベ
ル
に
あ
わ
せ
た
授
業
運
営
を
行

っ
た
。

（
13
）
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
（
日
本
技
術
者

教
育
認
定
機
構
）
認
定
申
請
に
向
け

た
取
り
組
み

　
工
学
部
電
気
電
子
情
報
工
学
科

（
総
合
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス
）

は
、更
新
の
た
め
の
審
査
を
受
け
、認

定
さ
れ
た
。
ま
た
、「
技
術
士≪

国

家
資
格≫

へ
の
挑
戦
！
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
を
作
成
し
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
関

連
学
科
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
配
布
し
た
。

（
14
）
Ｆ
Ｄ
活
動
の
推
進

　
①
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

　
　
ョ
ン
の
開
催

　
②
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
③
教
員
研
修
の
実
施

　
④
授
業
の
公
開

　
⑤
Ｆ
Ｄ
講
演
会
の
開
催

　
⑥
Ｆ
Ｄ
ニ
ュ
ー
ス
の
作
成

（
15
）
教
育
業
績
の
表
彰

　
教
員
の
教
育
力
向
上
に
資
す
る
と

思
わ
れ
る
優
秀
な
教
育
業
績
を
表
彰

す
る
制
度
。

３
　
研
究
推
進
活
動

（
１
）
海
外
交
流
協
定
大
学
と
の
連

携
強
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
①
学
生
の
国
際
交
流

・
協
定
大
学
へ
の
交
換
留
学

・
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
協
定
大
学
か
ら
の
交
換
留
学

・
短
期
招
請
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
②
海
外
交
流
協
定
大
学
と
の
教
職

　
　
員
の
交
流

・
瀬
戸
熊
理
事
長
の
協
定
大
学
訪
問

・
小
宮
学
長
の
協
定
大
学
訪
問

・
Ｓ
Ｄ
活
動

・
客
員
研
究
員

・
本
学
訪
問

（
２
）
地
方
自
治
体
等
と
の
国
際
交

流
協
力
活
動

　
①
日
本
メ
キ
シ
コ
学
生
交
流

　
②
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー

（
３
）
学
術
資
料
の
活
用
促
進

　
図
書
館
検
索
シ
ス
テ
ム
に
新
た
に

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
た
。

（
４
）
競
争
的
研
究
資
金
等
の
獲
得

支
援

　
①
科
学
研
究
費
助
成
事
業

　
平
成
27
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事

業
の
採
択
件
数
は
75
件
。

　
②
公
的
受
託

　
平
成
27
年
度
公
的
受
託
の
採
択
件

数
は
38
件
。

　
③
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形

　
　
成
支
援
事
業

　
平
成
27
年
度
私
立
大
学
戦
略
的
研

究
基
盤
形
成
支
援
事
業
の
新
規
採
択

件
数
は
１
件
あ
り
、
前
年
度
か
ら
の

継
続
事
業
と
併
せ
て
４
件
。

　
④
産
学
連
携
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

　
　
ク
ト
補
助
金

　
平
成
27
年
度
埼
玉
県
産
学
連
携
研

究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
金
に
採

択
さ
れ
た
。

（
５
）
奨
学
寄
付
金
及
び
受
託
研
究

費　
平
成
27
年
度
に
受
入
れ
た
奨
学
寄

付
金
及
び
受
託
研
究(

一
般)

は
１
１

７
件
で
、
前
年
度
比
６
件
の
減
、
金

額
は
前
年
度
比
２
億
９
８
０
万
４
千

円
の
増
と
な
っ
た
。

（
６
）
研
究
助
成
関
係

　
①
特
許

　
平
成
27
年
度
は
17
件
を
出
願
。

　
②
附
属
研
究
所

・
研
究
助
成
金
の
交
付

　
学
外
の
大
型
研
究
費
を
獲
得
で
き

る
本
学
の
核
と
な
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
育
て
る
た
め
に
、
そ
の
準
備

・
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
た
め
の
戦

略
的
研
究
推
進
準
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
は
じ
め
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業

や
競
争
的
研
究
資
金
の
獲
得
を
目
的

と
す
る
各
支
援
を
実
施
し
た
。

Ⅰ
　
戦
略
的
研
究
推
進
準
備
プ
ロ
ジ

　
　
ェ
ク
ト 

Ⅱ
　
科
研
費
申
請
準
備
支
援
助
成
金

Ⅲ
　
教
育
研
究
助
成
金

Ⅳ
　
科
研
費
採
択
者
助
成
金(
初
年

　
　
度)

Ⅴ
　
科
研
費
採
択
者
助
成
金(

最
終

　
　
年
度
の
翌
年
度)

Ⅵ
　
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
研
究
活
動
報
告
会
の
開
催
及
び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
年
報
の
作
成

　
過
年
度
の
助
成
対
象
研
究
や
外
部

資
金
に
よ
る
研
究
成
果
等
を
一
堂
に

集
め
て
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
の
発
表
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
助

成
対
象
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
年
報
（
Ｃ
Ｄ
版
）
を
作

成
し
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
た
。

・
材
料
解
析
室
の
各
種
機
器
利
用
時

間
は
延
べ
５
９
１
６
時
間
で
利
用
者

は
９
４
６
名
。
大
学
院
生
を
対
象
と

し
た
解
析
機
器
基
礎
講
習
会
を
延
べ

35
日
間
開
催
し
、
１
６
７
名
の
学
生

が
参
加
し
た
。

・
工
作
セ
ン
タ
ー
で
の
今
年
度
の
受

託
総
件
数
は
３
２
５
件
で
、
加
工
数

は
６
１
１
７
個
。

（
７
）
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）

　
①
公
的
機
関
か
ら
の
受
託
研
究
費

・「
環
境
・
医
療
分
野
の
国
際
研
究

開
発
・
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
ロ
ボ

ッ
ト
分
野
の
国
際
研
究
開
発
・
実
証

事
業
　
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
・
オ
ー

プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
研
究
開

発
（
平
成
27
年
度
）」
ほ
か
。

　
②
企
業
に
対
す
る
技
術
移
転
、
企

　
　
業
か
ら
の
研
究
開
発
受
託
に
よ

　
　
る
成
果

　
③
そ
の
他

・「
第
54
回
　
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
国

際
家
具
見
本
市
」
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

「
Ｉ
Ｌ
Ｙ-

Ａ
」
の
出
展
・
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

・「
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
に
出

場
。

・
新
規
改
良
ロ
ボ
ッ
ト
櫻
壱
號
Ｒ
３

を
用
い
た
線
路
下
・
用
水
路
の
調
査

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
。

・「
Ｉ
Ｌ
Ｙ-

Ａ
」
に
特
別
賞
が
授
与

さ
れ
た
。
２
０
１
５
年
度
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
の
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・

ベ
ス
ト
１
０
０
」
に
選
出
、「
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
・
未
来
づ
く
り
デ
ザ
イ

ン
賞
（
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策

局
長
賞
）」
受
賞
。

・
全
国
各
地
の
中
・
高
校
に
講
演
や

ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
実
習
を
行
っ
た
。

（
８
）
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）

　
日
本
の
小
惑
星
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
２
」、
欧
州
の
彗
星
探
査
計
画

「
Ｒ
ｏ
ｓ
ｅ
ｔ
ｔ
ａ
」
に
参
画
し
て

い
る
。

　
今
後
の
計
画

：

日
本
の
月
探
査
機

「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」、
火
星
衛
星
か
ら
の

サ
ン
プ
ル
回
収
計
画
「
Ｍ
Ｍ
Ｘ
」、

日
本
と
欧
州
と
の
共
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
る
水
星
探
査
計
画
「
Ｂ
ｅ
ｐ
ｉ

ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｍ
ｂ
ｏ
」
及
び
木
星
系
探

査
計
画
「
Ｊ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
な
ど
。

　
独
自
の
宇
宙
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

：

流
星
観
測
超
小
型
衛
星
（
Ｓ-

ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
）、宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
の
流
星
観
測（
メ
テ
オ
）、気
球
を

使
っ
た
成
層
圏
か
ら
の
ダ
ス
ト
回
収

実
験
（
Ｂ
ｉ
ｏ
ｐ
ａ
ｕ
ｓ
ｅ
）
な
ど

予
定
。
メ
テ
オ
は
３
度
目
の
挑
戦
で

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
運
び
込

ま
れ
、
設
置
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
他
に
も
、
独
自
の
宇
宙
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

　
査
読
付
き
の
英
文
論
文
21
本
、
和

文
論
文
３
本
が
受
理
さ
れ
、
科
学
研

究
費
補
助
金
・
競
争
的
研
究
資
金
は

17
件
で
、
合
計
１
４
０
７
万
円
と
な

っ
た
。

（
９
）
人
工
知
能
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー(

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

Ｌ
ａ
ｂ)

　
平
成
27
年
４
月
に
発
足
し
、
初
年

度
で
あ
る
平
成
27
年
度
は
研
究
環
境

の
構
築
を
進
め
つ
つ
研
究
者
の
確
保

に
努
め
、
年
度
末
に
は
常
勤
４
名
、

非
常
勤
２
名
の
研
究
員
が
研
究
に
従

事
し
て
い
る
。
人
工
知
能
研
究
で

は
、
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
る
。

（
10
）
そ
の
他
の
活
動

　
①
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会
２
０
１

　
　
５
で
世
界
連
覇 

　
②
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
の
学
生
の
作

　
　
品
が
商
品
化

　
③
段
ボ
ー
ル
製
の
原
寸
大
蒸
気
機

　
　
関
車
「
Ｄ
51
」
模
型
の
公
開
組

　
　
み
立
て
に
本
学
40
人
が
協
力

　
④
タ
イ
文
化
と
食
を
体
験

　
⑤
Ｐ
Ｍ
国
際
資
格
に
８
人
合
格

　
⑥
大
学
体
育
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ

　
　
ー
ル
全
日
本
大
会
で
初
優
勝

　
⑦
本
学
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
全
日
本
学

　
　
生
大
会
に
２
年
連
続
出
場

　
⑧
「
エ
コ
メ
ッ
セ
ｉ
ｎ
ち
ば
」
に

　
　
出
展

４
　
学
生
支
援
関
係

（
１
）
学
生
支
援
の
充
実
強
化
（
学

生
相
談
、
課
外
活
動
、
学
生
寮
、
奨

学
金
等
）

　
①
学
生
相
談

　
②
課
外
活
動
支
援
の
充
実

　
③
学
生
寮
生
に
対
す
る
支
援

　
④
奨
学
金
支
援
活
動

（
２
）
学
生
共
済
会
の
充
実

　
①
見
舞
金
給
付

　
②
学
生
納
付
金
貸
与
制
度

　
③
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
気
サ
ポ

　
　
ー
ト

　
④
暮
ら
し
の
法
律
相
談

　
⑤
学
生
補
償
サ
ポ
ー
ト
制
度

（
３
）
留
学
生
の
受
け
入
れ
体
制
の

充
実

（
４
）
自
ら
学
ぶ
環
境
の
充
実

５
　
施
設
設
備
整
備
関
係

（
１
）
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開

発
計
画

　
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
待
望
の

新
食
堂
棟
と
新
体
育
館
、
新
学
生
寮

の
３
つ
の
建
物
が
竣
工
し
、
学
生
生

活
に
お
い
て
大
き
な
要
素
と
な
る
食

の
場
・
運
動
の
場
・
住
ま
い
の
場
が

充
実
し
た
。

（
２
）
そ
の
他

　
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
に

お
け
る
厚
生
施
設
の
環
境
整
備
の

他
、
教
育
・
研
究
活
動
の
向
上
の
た

め
の
環
境
整
備
と
し
て
は
、
津
田
沼

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
建
物
竣
工
以

降
、
長
年
使
用
し
て
い
た
６
号
館
講

義
棟
内
の
机
を
更
新
し
た
。

　
ま
た
、
２
カ
年
計
画
の
２
年
目
と

な
る
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
排
水
経
路
の

再
整
備(

浄
化
槽
再
整
備)

計
画
の
実

施
や
７
号
館
の
５
階
や
８
階
に
あ
る

演
習
室
の
空
調
機
更
新
工
事
を
実
施

し
た
。

　
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
今

年
度
も
引
き
続
き
５
号
館
の
講
義
室

に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
の
講
義
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
什
器
を
整
備
し
た
。
更
に

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
点
在
し
て
い

千
葉
工
業
大
学
決
算(

　
　)

を
承
認

平
　
成

27
年
度

　
学
校
法
人
千
葉
工
業
大
学
の
平
成
27
年
度
決
算
が
５
月
26
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。
工
学
部

の
改
編
に
よ
り
従
来
の
３
学
部
11
学
科
が
５
学
部
17
学
科
に
強
化
さ
れ
た
ほ
か
、
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発

に
お
け
る
厚
生
施
設
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
整
備
を
反
映
し
た
予
算
に
な
っ
た
。

                                     (

27
年
度
事
業
計
画
の
全
文
は
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中)
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る
和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
工
事
を
実

施
し
た
他
、
８
号
館
講
義
棟
の
講
義

室
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
今
年

度
と
来
年
度
の
２
カ
年
計
画
で
実
施

す
る
な
ど
、
教
育
・
研
究
活
動
を
陰

で
支
え
る
環
境
整
備
に
も
努
め
た
。

６
　
地
域
・
社
会
へ
の
貢
献

（
１
）
公
開
講
座

　
５
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
計
13
講

座
を
開
講
し
、
３
９
２
名
が
受
講
し

た
。

（
２
）
産
官
学
連
携
協
議
会
関
係

　
平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
で
会
員

数
は
正
会
員
76
社
、
特
別
会
員
10
団

体
、
計
86
会
員
。

　
事
業
内
容
は
、
各
種
の
ご
案
内
・

工
場
見
学
・
産
官
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ

ム
等

（
３
）
そ
の
他
の
産
学
連
携

 

「
千
葉
エ
リ
ア
産
学
官
連
携
オ
ー
プ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
」「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
５
」

に
出
展
し
た
。

（
４
）
地
域
貢
献
の
た
め
の
図
書
館

開
放

７
　
法
人
管
理
・
運
営
関
係

（
１
）
学
校
教
育
法
改
正
に
伴
う
学

長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

（
２
）
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
包

括
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結

（
３
）
業
務
端
末
の
シ
ン
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
化
を
実
施

（
４
）
自
己
点
検
評
価
活
動

（
５
）
公
的
研
究
費
等
の
監
査
の
実

施（
６
）
自
己
管
理
型
点
検
評
価
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
施

（
７
）
三
様
監
査
連
絡
会
の
開
催

（
８
）
公
益
通
報
制
度
の
充
実

（
９
）
Ｓ
Ｄ
活
動
の
充
実

（
10
）
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程
の

整
備

（
11
）
衛
生
委
員
会
で
の
取
組

（
12
）
次
世
代
育
成
対
策
支
援
法
に

伴
う
一
般
事
業
主
行
動
計
画
書
の
策

定（
13
）
女
性
活
躍
推
進
法
に
伴
う
一

般
事
業
主
行
動
計
画
書
の
策
定

（
14
）
キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙
化

８
　
財
務
の
概
要

（
１
）
教
育
活
動
収
支

　
①
事
業
活
動
収
入
１
５
９
億
３
０

　
　
０
０
万
円
（
予
算
比
１
億
８
０

　
　
０
万
円
増
）

　
事
業
活
動
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
寄
付
金
、
付
随
事
業
収
入

等
の
項
目
で
予
算
比
増
と
な
り
、
１

５
９
億
３
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
②
事
業
活
動
支
出
１
５
６
億
４
５

　
　
０
０
万
円
（
予
算
比
２
億
６
１

　
　
０
０
万
円
減
）

　
事
業
活
動
支
出
は
、
予
算
比
２
億

６
１
０
０
万
円
減
少
し
、
１
５
６
億

４
５
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
ａ
　
人
件
費
は
、
職
員
人
件
費
が

若
干
減
少
し
た
も
の
の
、
退
職
給
与

引
当
金
（
１
億
２
０
０
万
円
）
を
繰

り
入
れ
た
こ
と
か
ら
、
予
算
比
７
４

０
０
万
円
増
加
し
68
億
５
４
０
０
万

円
と
な
っ
た
。
人
件
費
比
率
は
37
・

２
％
で
理
工
系
他
複
数
学
部
を
有
す

る
私
立
大
学
の
平
均
値
（
48
・
９

％
）
に
比
し
、
引
き
続
き
良
好
な
水

準
と
な
っ
た
。

　
ｂ
　
教
育
研
究
経
費
は
、
予
算
比

２
億
４
６
０
０
万
円
の
減
少
と
な
っ

た
。
教
育
研
究
経
費
比
率
は
前
年
度

比
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
高
い
39
・
０
％

と
な
り
、
理
工
系
他
複
数
学
部
を
有

す
る
私
立
大
学
の
平
均
値
（
35
・
４

％
）
に
比
し
、
引
き
続
き
高
い
値
と

な
っ
た
。
今
後
も
同
程
度
の
比
率
が

続
く
と
予
測
し
て
い
る
。

　
ｃ
　
管
理
経
費
は
、
予
算
比
８
８

０
０
万
円
の
減
少
と
な
っ
た
。
消
耗

品
費
、
広
報
費
、
委
託
費
等
、
全
体

と
し
て
は
経
費
圧
縮
に
努
め
た
結
果

と
な
っ
た
。
管
理
経
費
比
率
は
８
・

７
％
で
、
理
工
系
他
複
数
学
部
を
有

す
る
私
立
大
学
の
平
均
値
（
６
・
２

％
）
と
比
べ
若
干
高
く
な
っ
た
が
、

今
後
と
も
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

（
２
）
教
育
活
動
外
収
支

　
事
業
活
動
収
入
は
、
投
資
信
託
の

配
当
金
や
受
取
利
息
を
確
保
し
、
３

億
９
７
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
事
業
活
動
支
出
は
な
し
。

（
３
）
特
別
収
支

　
事
業
活
動
収
入
は
、
有
価
証
券
売

却
差
額
と
し
て
19
億
９
５
０
０
万
円

を
計
上
、
そ
の
他
の
特
別
収
入
と
あ

わ
せ
て
21
億
２
０
０
万
円
と
な
っ

た
。

　
事
業
活
動
支
出
は
５
億
４
８
０
０

万
円
と
な
っ
た
。
内
訳
は
、
資
産
処

分
差
額
と
し
て
減
価
償
却
引
当
特
定

資
産
評
価
差
額
５
億
３
３
０
０
万

円
、
車
両
処
分
差
額
９
０
０
万
円
、

図
書
処
分
差
額
３
０
０
万
円
な
ど
。

（
４
）
事
業
活
動
収
入
計
１
８
４
億

２
９
０
０
万
円
（
予
算
比
１
億
６
９

０
０
万
円
増
　
前
年
度
比
６
億
１
１

０
０
万
円
増
）

　
事
業
活
動
収
入
計
は
、
前
年
度
比

で
６
億
１
１
０
０
万
円
の
増
加
と
な

っ
た
。

　
主
な
要
因
は
、
学
生
数
の
維
持

（
退
学
者
の
減
少
等
）
に
よ
る
学
生

納
付
金
の
増
加
（
２
億
３
２
０
０
万

円
増
）、
資
産
売
却
差
額
（
有
価
証

券
売
却
差
額
）
の
発
生
（
５
億
８
８

０
０
万
円
増
）
等
に
よ
り
増
加
額
が

大
き
く
な
っ
た
。

（
５
）
事
業
活
動
支
出
計
１
６
１
億

９
３
０
０
万
円
（
予
算
比
２
億
６
１

０
０
万
円
減
　
前
年
度
比
11
億
９
８

０
０
万
円
増
）

　
事
業
活
動
支
出
計
は
、
前
年
度
比

で
11
億
９
８
０
０
万
円
の
増
加
と
な

っ
た
。
主
な
要
因
は
次
の
と
お
り
。

　
教
育
研
究
経
費
３
億
２
４
０
０
万

円
増

　
主
な
内
訳

：

減
価
償
却
額
１
億

５
０
０
万
円
増
、
委
託
費
７
５
０
０

万
円
増
、
修
繕
費
６
２
０
０
万
円
増

　
管
理
経
費
２
億
５
６
０
０
万
円
増

　
主
な
内
訳

：

消
耗
品
費
１
億
２

６
０
０
万
円
増
、
広
報
費
８
９
０
０

万
円
増
、
修
繕
費
７
２
０
０
万
円
増

　
資
産
処
分
差
額
５
億
２
７
０
０
万

円
増

　
主
な
内
訳

：

減
価
償
却
引
当
特

定
資
産
評
価
差
額
５
億
２
２
０
０
万

円
増
、
車
両
処
分
差
額
９
０
０
万
円

増（
６
）
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支

差
額
22
億
３
６
０
０
万
円
（
予
算
比

４
億
２
９
０
０
万
円
増
　
前
年
度
比

５
億
８
６
０
０
万
円
減
　
事
業
活
動

収
支
差
額
比
率
12
・
１
％
）

（
７
）
基
本
金
組
入
額
63
億
３
１
０

０
万
円

（
８
）
当
年
度
収
支
差
額

　
当
年
度
収
支
差
額
は
40
億
９
５
０

０
万
円
の
支
出
超
過
と
な
っ
た
。
翌

年
度
の
繰
越
額
は
、
前
年
度
繰
越
収

支
差
額
と
合
わ
せ
、
72
億
７
８
０
０

万
円
の
支
出
超
過
と
な
っ
た
。

（
９
）
今
後
の
課
題

　
今
後
も
引
き
続
き
財
務
基
盤
の
安

定
を
は
か
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　＜

収
入
面＞

　
①
学
生
生
徒
等
納
付
金
の
安
定
的

　
　
確
保

　
②
外
部
資
金
の
獲
得

　
③
資
産
運
用
の
一
層
の
効
率
化
と

　
　
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底

　
④
そ
の
他
の
収
入
源
確
保
策
の
検

　
　
討

　＜

支
出
面＞

　
①
人
件
費
、
管
理
経
費
の
効
率
化

　
②
教
育
研
究
経
費
の
見
直
し

（単位：円）

科　　目 本年度末 前年度末 増　減
固定資産 107,492,362,984 104,936,559,134 2,555,803,850 
  有形固定資産 71,971,580,802 64,941,997,211 7,029,583,591 
    土地 9,343,367,496 9,343,367,496 0 
    建物 53,126,593,952 46,335,259,582 6,791,334,370 
    構築物 3,460,124,086 3,548,306,536 △88,182,450 
    教育研究用機器備品 2,923,372,003 3,110,361,217 △186,989,214 
    管理用機器備品 1,181,384,642 681,671,085 499,713,557 
    図書 1,874,599,271 1,851,459,219 23,140,052 
    車輌 62,139,352 70,306,076 △8,166,724 
    建設仮勘定 0 1,266,000 △1,266,000 
  特定資産 35,098,752,820 39,522,639,617 △4,423,886,797 
    第２号基本金引当特定資産 4,000,000,000 6,422,639,617 △2,422,639,617 
    第３号基本金引当特定資産 10,000,000,000 10,000,000,000 0 
    退職資金引当特定資産 2,000,000,000 2,000,000,000 0 
    減価償却引当特定資産 16,000,000,000 18,000,000,000 △2,000,000,000 
     産学連携共同研究基金引当特定資産 3,000,000,000 3,000,000,000 0 
     小川勉教育研究基金引当特定資産 98,752,820 100,000,000 △1,247,180 
  その他の固定資産 422,029,362 471,922,306 △49,892,944 
    長期貸付金 304,479,602 354,372,546 △49,892,944 
    出資金 60,300,000 60,300,000 0 
    差入保証金 2,500,000 2,500,000 0 
    敷金 54,749,760 54,749,760 0 
流動資産 9,648,102,060 9,692,487,832 △44,385,772 
    現金預金 9,194,513,873 9,118,620,459 75,893,414 
    未収入金 306,161,904 480,695,871 △174,533,967 
    前払金 147,426,283 93,171,502 54,254,781 
資産の部合計 117,140,465,044 114,629,046,966 2,511,418,078 

科　　目 本年度末 前年度末 増　減
固定負債 3,287,155,478 3,185,369,916 101,785,562 
    退職給与引当金 3,287,155,478 3,185,369,916 101,785,562 
流動負債 5,767,115,545 5,593,470,482 173,645,063 
    未払金 473,374,874 341,635,723 131,739,151 
    前受金 5,009,616,066 4,953,623,541 55,992,525 
    預り金 284,124,605 298,211,218 △14,086,613 
負債の部合計 9,054,271,023 8,778,840,398 275,430,625 

科　　目 本年度末 前年度末 増　減
基本金 115,364,587,755 109,033,651,310 6,330,936,445 
    第１号基本金 100,355,587,755 91,602,011,693 8,753,576,062 
    第２号基本金 4,000,000,000 6,422,639,617 △2,422,639,617 
    第３号基本金 10,000,000,000 10,000,000,000 0 
    第４号基本金 1,009,000,000 1,009,000,000 0 
繰越収支差額 △7,278,393,734 △3,183,444,742 △4,094,948,992 
    翌年度繰越収支差額 △7,278,393,734 △3,183,444,742 △4,094,948,992 
純資産の部合計 108,086,194,021 105,850,206,568 2,235,987,453 
負債及び純資産の部合計 117,140,465,044 114,629,046,966 2,511,418,078 

平成28年3月31日

資産の部

負債の部

純資産の部

貸借対照表

（単位：円）

科　　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金収入 13,650,000,000 13,659,332,000 △9,332,000 

手数料収入 383,000,000 374,382,728 8,617,272 

寄付金収入 105,000,000 121,653,313 △16,653,313 

補助金収入 992,000,000 1,026,570,189 △34,570,189 

資産売却収入 1,995,000,000 1,995,087,284 △87,284 

付随事業・収益事業収入 380,000,000 422,459,094 △42,459,094 

受取利息・配当金収入 385,000,000 396,733,376 △11,733,376 

雑収入 345,000,000 393,241,596 △48,241,596 

前受金収入 4,940,000,000 5,009,616,066 △69,616,066 

その他の収入 12,631,900,000 12,932,498,079 △300,598,079 

資金収入調整勘定 △5,203,600,000 △5,259,785,445 56,185,445 

前年度繰越支払資金 9,118,600,000 9,118,620,459 

収入の部合計 39,721,900,000 40,190,408,739 △468,508,739 

科　　目 予　算 決　算 差　異

人件費支出 6,780,000,000 6,751,716,856 28,283,144 

教育研究経費支出 4,526,800,000 4,280,702,760 246,097,240 

管理経費支出 1,281,100,000 1,193,181,504 87,918,496 

施設関係支出 8,865,000,000 9,052,850,072 △187,850,072 

設備関係支出 1,524,000,000 1,269,768,103 254,231,897 

資産運用支出 5,930,200,000 5,930,164,000 36,000 

その他の支出 2,775,400,000 3,084,057,947 △308,657,947 

資金支出調整勘定 △393,200,000 △566,546,376 173,346,376 

翌年度繰越支払資金 8,432,600,000 9,194,513,873 △761,913,873 

支出の部合計 39,721,900,000 40,190,408,739 △468,508,739 

資金収支計算書

平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

収入の部

支出の部

（単位：円）

科 　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金 13,650,000,000 13,659,332,000 △9,332,000 

手数料 383,000,000 374,382,728 8,617,272 

寄付金 105,000,000 121,653,313 △16,653,313 

経常費等補助金 959,000,000 958,693,189 306,811 

付随事業収入 380,000,000 422,459,094 △42,459,094 

雑収入 345,000,000 393,241,596 △48,241,596 

教育活動収入計 15,822,000,000 15,929,761,920 △107,761,920 

人件費 6,780,000,000 6,853,502,418 △73,502,418 

教育研究経費 7,434,200,000 7,188,073,977 246,126,023 

管理経費 1,691,500,000 1,603,579,446 87,920,554 

教育活動支出計 15,905,700,000 15,645,155,841 260,544,159 

  教育活動収支差額 △83,700,000 284,606,079 △368,306,079 

受取利息・配当金 385,000,000 396,733,376 △11,733,376 

教育活動外収入計 385,000,000 396,733,376 △11,733,376 

借入金等利息 0 0 0 

教育活動外支出計 0 0 0 

    教育活動外収支差額 385,000,000 396,733,376 △11,733,376 

      経常収支差額 301,300,000 681,339,455 △380,039,455 

資産売却差額 1,995,000,000 1,995,087,284 △87,284 

その他の特別収入 58,000,000 107,170,885 △49,170,885 

特別収入計 2,053,000,000 2,102,258,169 △49,258,169 

資産処分差額 547,800,000 547,610,171 189,829 

特別支出計 547,800,000 547,610,171 189,829 

      特別収支差額 1,505,200,000 1,554,647,998 △49,447,998 

基本金組入前当年度収支差額 1,806,500,000 2,235,987,453 △429,487,453 

基本金組入額合計 △6,383,000,000 △6,330,936,445 △52,063,555 

当年度収支差額 △4,576,500,000 △4,094,948,992 △481,551,008 

前年度繰越収支差額 △3,183,400,000 △3,183,444,742 44,742 

基本金取崩額 0 0 0 

翌年度繰越収支差額 △7,759,900,000 △7,278,393,734 △481,506,266 

（参考）

事業活動収入計 18,260,000,000 18,428,753,465 △ 168,753,465 

事業活動支出計 16,453,500,000 16,192,766,012 260,733,988 

事
業
活
動

支
出
の
部

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事業活動収支計算書

平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部
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の
役
に
立
つ
、
夢
の
あ
る
研

究
や
技
術
開
発
に
努
め
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
発
信
し
て
い
る

成
果
だ
と
考
え
ま
す
」
と
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　
総
会
で
承
認
さ
れ
た
役
員

は
次
の
通
り
。

　
▽
会
長
　
室
川
和
也
▽
副

会
長
　
白
川
恒
平
（
生
命
環

境
科
学
科
２
年
の
保
護
者
）

▽
同
　
橋
本
和
明
（
応
用
化

学
科
教
授
）
▽
監
事
　
岡
部

み
ど
り
（
生
命
環
境
科
学
科

３
年
の
保
護
者
）
▽
同
　
村

上
利
幸
（
経
営
情
報
科
学
科

准
教
授
）　

　
　
　
　
＊

　
総
会
後
は
津
田
沼
校
舎
で

恒
例
の
学
科
懇
談
会
と
個
別

面
談
が
行
わ
れ
、
父
母
た
ち

は
学
科
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
り
、
子
の

成
績
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
る
な
ど
、
教
員
ら
と
交

流
が
続
い
た
。

　
平
成
28
年
度

Ｐ
Ｐ
Ａ
総
会
が

６
月
25
日
、
習

志
野
文
化
ホ
ー

ル
で
開
か
れ

写
真
、
27
年
度

の
事
業
・
決
算

・
監
査
報
告
と

28
年
度
事
業
計

画
・
予
算
、
役

員
を
承
認
。
新

会
長
に
室
川
和

也
氏
（
未
来
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
学

科
３
年
の
保
護

者
）
を
選
任
し

た
。
学
生
の
父
母
な
ど
６
７

６
人
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
矢
代
照
代
会
長
が

「
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
地
区
懇
談
会
に

は
同
窓
会
会
員
も
出
席
す
る

の
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

地
元
の
大
先
輩
と
の
接
点
を

作
り
、
子
女
の
就
職
の
相
談

に
も
乗
っ
て
い
た
だ
け
る
機

会
に
な
る
」
と
、
地
区
懇
談

会
へ
の
積
極
参
加
を
呼
び
か

け
た
。

　
次
い
で
小
宮
一
仁
学
長
が

「
私
は
４
年
前
の
Ｐ
Ｐ
Ａ
総

会
の
前
日
に
学
長
に
就
任

し
、《
学
生
の
身
に
な
り
、

学
生
の
目
線
に
立
っ
た
き
め

細
か
い
教
育
》
を
重
点
目
標

に
掲
げ
て
、
全
学
を
挙
げ
て

教
学
の
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨

年
度
の
退
学
率
は
理
系
大
学

の
全
国
平
均
を
下
回
る
ま
で

に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
６
月

29
日
か
ら
の
新
た
な
任
期
で

も
引
き
続
き
教
学
の
舵か

じ

取
り

　
予　

算
　

　
理
事
会
で
協
議
の
結
果
、

平
成
28
年
度
学
生
共
済
会
予

算
案
は
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。
予
算
の
概
要
は
次
の
と

お
り
。

＜

収
入
の
部＞

●
受
取
利
息

　
金
利
低
迷
の
中
、
積
立
金

・
基
金
の
貸
付
金
及
び
普
通

預
金
か
ら
発
生
す
る
利
息
と

し
て
10
万
円
を
計
上
し
た
。

●
前
年
度
繰
越
金

　
２
１
６
４
万
２
１
０
７
円

を
計
上
し
た
。

＜

支
出
の
部＞

●
給
付
金

　
給
付
金
支
出
金
額
は
、
昨

年
度
２
０
０
万
円
程
度
で
あ

っ
た
が
、
不
測
の
事
態
に
備

え
５
０
０
万
円
を
計
上
し

た
。

●
学
費
貸
与
金

　
学
費
貸
与
金
支
出
額
は
、

昨
年
度
１
６
０
０
万
円
程
度

だ
っ
た
が
、
各
種
奨
学
金
の

申
請
状
況
や
学
費
再
延
納
制

度
の
廃
止
を
考
慮
し
、
２
５

０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

●
委
託
費

　
昨
年
同
様
、
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
元
気
サ
ポ
ー
ト
、
暮

ら
し
の
法
律
相
談
の
継
続
に

係
る
費
用
と
し
て
７
１
０
万

円
を
計
上
し
た
。

●
消
耗
品
費

　
昨
年
同
様
、
災
害
時
の
非

常
用
保
存
食
の
購
入
費
と
し

て
３
５
０
万
円
を
計
上
し

た
。

　
平
成
27
年
度
の
学
生
共
済

会
決
算
も
同
理
事
会
で
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。
決
算
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。

　
収
入
の
部
で
は
、
貸
付
金

回
収
の
２
３
０
０
万
円
や
受

取
利
息
等
を
併
せ
合
計
約
７

１
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
今

後
も
返
還
方
法
や
督
促
方
法

を
再
度
見
直
し
、
回
収
率
ア

ッ
プ
に
一
層
力
を
入
れ
て
取

り
組
み
た
い
。

　
支
出
の
部
で
は
、
災
害
時

の
た
め
の
保
存
食
を
両
校
舎

へ
備
蓄
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
も
、
個
人
賠
償
責

任
補
償
や
海
外
留
学
保
険
等

の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
共

済
会
事
業
の
運
営
に
努
め
た

い
。

　
千
葉
工
業
大
学
学
生
共
済

会
も
28
年
目
を
迎
え
、
会
員

の
学
生
生
活
が
豊
か
な
も
の

と
な
れ
る
よ
う
、
制
度
の
充

実
を
図
り
つ
つ
、
平
成
27
年

度
も
順
調
に
運
営
さ
れ
ま
し

た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま

す
。

平成28年度千葉工業大学学生共済会収支予算
（単位：円）

収入の部 支出の部

科　目 金　額 科　目 金　額

１．会費収入 23,500,000 １．支払保険料 26,000,000
２．入会金収入 4,500,000 ２．給付金 5,000,000
３．受取利息 100,000 ３．貸与金 25,000,000
４．貸付金回収収入 22,000,000 ４．委託費 7,100,000
５．手数料収入 1,900,000 ５．消耗品費 3,150,000

６．通信費 300,000
７．印刷費 600,000
８．会議費 250,000
９．支払手数料 400,000
10．事務費 200,000

小　　　計 52,000,000 小　　　計 68,000,000
前年度繰越金 21,642,107 次年度繰越金 5,642,107
総　合　計 73,642,107 総　合　計 73,642,107

平成27年度決算報告書
貸借対照表 

平成28年３月31日 
千葉工業大学学生共済会

（単位：円）

資産の部 正味財産の部

科　目 金　額 科　目 金　額

（流動資産）

普通預金 21,642,107 共済基金 205,000,000
定期預金 508,000,000 積立金 138,000,000

貸付充当金 154,770,495
計 529,642,107 計 497,770,495

（固定資産）

貸付金 154,770,495 学費貸与準備金 165,000,000
次年度繰越金 21,642,107

計 154,770,495 計 186,642,107
合計 684,412,602 合計 684,412,602

平成27年度収支決算書

　　　　　　　　　　　　
自　平成27年４月１日:至　平成28年３月31日

　　　　　　　（単位：円）

科　目
予算額 
（①）

決算額 
（②）

差引増減額 
（②－①）

科　目
予算額 
（①）

決算額 
（②）

差引増減額 
（②－①）

１．会費収入 23,000,000 24,144,250 1,144,250 １．支払保険料 24,000,000 20,132,129 △3,867,871

２．入会金収入 4,500,000 4,710,000 210,000 ２．給付金 5,000,000 2,085,000 △2,915,000

３．受取利息 180,000 133,399 △46,601 ３．貸与金 27,000,000 16,538,500 △10,461,500

４．貸付金回収収入 23,000,000 23,845,963 845,963 ４．委託費 7,200,000 7,048,080 △151,920

５．手数料収入 1,500,000 1,764,680 264,680 ５．消耗品費 3,150,000 3,105,000 △45,000

６．学費貸与準備金取崩収入 0 0 0 ６．通信費 800,000 53,710 △746,290

７．積立金取崩収入 0 0 0 ７．印刷費 500,000 508,140 8,140

８．当期小計 52,180,000 54,598,292 2,418,292 ８．会議費 200,000 201,848 1,848

９．前年度繰越金 17,054,906 17,054,906 0 ９．支払手数料 400,000 328,531 △71,469

10．事務費 100,000 10,153 △89,847

11．学費貸与準備金組入支出 0 0 0

12．共済基金組入支出 0 0 0

13．積立金組入支出 0 0 0

当期収入総計（Ａ） 69,234,906 71,653,198 2,418,292 当期小計（Ｂ） 68,350,000 50,011,091 △18,338,909

次年度繰越金（Ａ）－（Ｂ） 884,906 21,642,107
注）共済会の会計では、継続的に資金の収支を確認するため、金額がゼロの科目について省略することなく記載している。

学
生
共
済
会
予
算
、決
算
を
承
認

　

決　

算

を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
ご
協
力
を
賜

り
た
い
」
と
決
意
を
表
明
し

た
。

　
ま
た
瀬
戸
熊
修
理
事
長
は

今
年
度
か
ら
５
学
部
17
学
科

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

と
、
こ
の
春
の
一
般
入
試
で

は
志
願
者
数
が
全
国
の
国
公

私
立
７
７
９
大
学
の
中
で
第

９
位
に
入
り
、
志
願
者
増
加

数
で
は
堂
々
の
全
国
第
１
位

に
な
っ
た
こ
と
を
報
告
。

　「
こ
れ
は
本
学
が
時
代
の

流
れ
や
要
請
に
応
え
ら
れ
る

大
学
と
し
て
、
学
生
の
満
足

度
の
高
い
教
育
改
革
を
推
し

進
め
る
た
め
に
、
全
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
人
類
社
会

地区懇へ参加呼びかけ

開催時刻：13時（本学は12時30分）
地　区 開催日 会　　場　　名 電　話

釧　路 ９月３日(土) 釧路プリンスホテル 0154-31-1111
旭　川 ９月３日(土) 藤田観光ワシントンホテル旭川 0166-23-7111
札　幌 ９月４日(日) 札幌アスペンホテル 011-700-2111
盛　岡 ９月３日(土) ホテル東日本盛岡 019-625-2131
酒　田 ９月３日(土) ホテルリッチ＆ガーデン酒田 0234-26-1111
秋　田 ９月４日(日) 秋田ビューホテル 018-832-1111
新　潟 ９月３日(土) ホテルオークラ新潟 025-224-6111
長　岡 ９月４日(日) 長岡グランドホテル 0258-33-2100
富　山 ９月３日(土) ホテルグランテラス富山 076-431-2211
小　諸 ９月３日(土) 小諸グランドキャッスル 0267-22-8000
長　野 ９月４日(日) ホテルＪＡＬシティ長野 026-225-1131
水　戸 ９月３日(土) 水戸京成ホテル 029-226-3111
いわき ９月４日(日) グランパークホテルパネックスいわき 0246-35-5010
土　浦 ９月４日(日) ホテルグリーンコア土浦 029-822-4111
潮　来 ９月４日(日) 潮来富士屋ホテル　別館開花亭 0478-56-2123
静　岡 ９月３日(土) ホテルアソシア静岡 054-254-4141
沼　津 ９月４日(日) プラザヴェルデ 055-920-4100
浜　松 ９月４日(日) オークラアクトシティホテル浜松 053-459-0111
松　山 ９月３日(土) 道後館 089-941-7777
高　知 ９月４日(日) ザ・クラウンパレス新阪急高知 088-873-1111
鹿児島 ９月３日(土) 城山観光ホテル 099-224-2211
宮　崎 ９月４日(日) ホテルＪＡＬシティ宮崎 0985-25-2580
函　館 ９月10日(土) 函館国際ホテル 0138-23-6161
青　森 ９月11日(日) ホテルＪＡＬシティ青森 017-732-2580
福　島 ９月10日(土) グランパークホテルエクセル福島恵比寿 024-533-4166
山　形 ９月11日(日) 山形グランドホテル 023-641-2611
会　津 ９月11日(日) ルネッサンス中の島 0242-24-5151
宇都宮 ９月10日(土) ホテルニューイタヤ 028-635-5511
仙　台 ９月11日(日) アークホテル仙台青葉通り 022-222-2111
小　山 ９月11日(日) 小山グランドホテル 0285-24-3333
さいたま ９月10日(土) マロウドイン大宮 048-645-5111
高　崎 ９月11日(日) 高崎ワシントンホテルプラザ 027-324-5111
松　本 ９月10日(土) 松本東急ＲＥＩホテル 0263-36-0109
甲　府 ９月11日(日) ホテル談露館 055-237-1331
大　阪 ９月10日(土) ホテルアウィーナ大阪 06-6772-1445
名古屋 ９月11日(日) 名古屋国際ホテル 052-961-3111
広　島 ９月10日(土) リーガロイヤルホテル広島 082-502-1121
大　分 ９月10日(土) レンブラントホテル大分 097-545-1027
福　岡 ９月11日(日) ホテルセントラーザ博多 092-461-0111
那　覇 ９月10日(土) ホテルＪＡＬシティ那覇 098-866-2580
本　学 10月２日(日) 津田沼校舎2号館3階大教室 047-478-0209

平成28年度　ＰＰＡ地区懇談会会場

■

28
年
度
Ｐ
Ｐ
Ａ
総
会　

新
会
長
に
室
川
氏

　
台
湾
の
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー

た
ち
が
作
品
を
競
う
第
35
回

新
一
代
設
計
展(

Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

Ｘ
〈
ヤ
ン
グ
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ

エ
キ
ス
ポ
〉
２
０
１
６

５

月
13
〜
16
日
、
台
北
市
の
世

界
貿
易
セ
ン
タ
ー
で
開
催
）

に
、
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
・
長

尾
徹
教
授
の
研
究
室
が
作
品

を
出
展
。
同
じ
志
を
持
つ
現

地
の
学
生
た
ち
と
交
流
し
た

写
真
下
。

　
長
尾
研
は
台
湾
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
の
招
聘
を
受
け
２

０
１
２
年
に
も
参
加
。
今
回

は
本
学
と
交
流
協
定
を
結
ん

だ
台
湾
東
海
大
の
展
示
ブ
ー

ス
に
、
共
同
展
示
と
い
う
形

で
発
表
し
た
。

　
展
示
し
た
の
は
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ

Ａ
Ｄ
Ｏ(

小
窓)

」
と
題
す
る

デ
ジ
タ
ル
作
品
。
千
葉
工
大

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
来

場
者
用
に
、
あ
り
の
ま
ま
の

学
内
を
表
現
し
て
親
近
感
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
制
作
し

た
。
視
差
を
利
用
し
臨
場
感

が
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
る
。
今
回
は
こ
れ
を
小

型
化
し
て
持
参

し
た
。

　
説
明
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
長

尾
研
の
学
生
た

ち
が
中
国
語
、

英
語
、
日
本
語

の
３
カ
国
語
で

デ
ザ
イ
ン
。
４

年
生
・
大
学
院

生
に
哈は

爾る

濱ぴ
ん

工

業
大
の
交
換
留

学
生
も
加
わ
り

総
勢
17
人
で
台

北
入
り
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
た
神
村
理
芽
さ
ん

（
４
年
）は
「
現
地
の
学
生
た

ち
の
意
気
込
み
が
私
た
ち
日

本
人
と
は
る
か
に
違
っ
た
。

自
作
へ
の
思
い
入
れ
が
大
変

強
く
、
質
問
す
れ
ば
熱
心
に

答
え
て
く
れ
た
こ
と
が
、
と

て
も
印
象
的
で
し
た
」。

　
引
率
し
た
長
尾
教
授
は

「
昨
年
本
学
に
来
校
し
た
国

立
台
北
科
技
大
生
た
ち
も
混

じ
っ
て
、
展
示
時
間
外
に
も

盛
ん
に
交
流
し
ま
し
た
。
近

く
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
主
催
で

開
催
予
定
の
グ
ロ
ー
バ
ル
デ

ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
、
台
湾
東
海
大
生
た
ち
も

参
加
予
定
で
、
双
方
向
の
交

流
が
可
能
な
環
境
が
整
っ
た

の
は
非
常
に
う
れ
し
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

長
尾
研
　台
湾
で
展
示
交
流

■

デ
ザ
イ
ン
展
で
デ
ジ
タ
ル
作
品
発
表

収入の部 支出の部
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

発見！ 未来人

東洋熱工業株式会社

関東支店技術部工事課

明
あけ

智
ち

 友
とも

之
ゆき

さん
　　　2014年、建築都市環境学科卒

事業内容 空気調和設備・給排水衛生設備の設計施工ほか

所在地 〒104－8324　東京都中央区京橋２丁目５番12号

　
槇
氏
は
87
歳
。
30
歳
代
か

ら
今
日
ま
で
日
本
国
内
は
も

と
よ
り
米
国
や
欧
州
、
ア
ジ

ア
で
作
品
を
作
り
続
け
、

「
建
築
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」

と
い
わ
れ
る
プ
リ
ツ
カ
ー
賞

や
日
本
建
築
学
会
賞
を
は
じ

め
世
界
中
の
名
だ
た
る
賞
を

数
多
く
受
賞
し
て
い
る
。

　
代
表
的
な
作
品
に
は
、
国

内
で
は
本
学
が
毎
年
、
入
学

式
と
卒
業
式
を
執
り
行
う
幕

　
今
年
第
１
回
の
建
築
レ
ク

チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
が
６
月
８

日
、
津
田
沼
校
舎
で
開
か

れ
、
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス

（
東
京
・
代
官
山
）
な
ど
の

建
築
作
品
で
知
ら
れ
る
槇
文

彦
氏
（
槇
総
合
計
画
事
務
所

代
表
）
が
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な

建
築
環
境
の
形
成
を
目
指
し

て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　
建
築
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー

ズ
は
今
年
で
４
年
目
。
４
月

に
創
造
工
学
部
建
築
学
科
が

ス
タ
ー
ト
し
た
の
を
機
に
、

改
め
て
学
生
と
教
員
が
「
建

築
と
は
何
か
」
と
い
う
根
源

的
な
テ
ー
マ
と
向
か
い
合
お

う
と
、
日
本
の
建
築
界
を
代

表
す
る
人
た
ち
を
講
演
者
に

招
く
こ
と
に
し
た
。

槇
氏
の
講
演

超
満
員

■

建
築
レ
ク
チ
ャ
ー「
都
市
に
人
の
居
場
所
を
」

〝
建
築
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
〞受
賞
者

　
平
成
29
度
入
試
の
日
程

が
こ
の
ほ
ど
決
定
し
た
。

昨
年
度
同
様
に
、
29
年
度

は
工
学
部
３
学
科
、
創
造

工
学
部
６
学
科
、
先
進
工

学
部
３
学
科
、
情
報
科
学

部
２
学
科
、
社
会
シ
ス
テ

ム
科
学
部
３
学
科
の
全
17

学
科
で
募
集
が
行
わ
れ

る
。

　
前
年
度
と
の
変
更
点

は
、
自
己
推
薦
入
学
試
験

の
廃
止
。
公
募
制
推
薦
入

試
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

書
類
審
査
／
面
接
で
合
否

の
判
定
を
行
っ
て
い
た

が
、
新
た
に
読
解
力
テ
ス

ト
が
試
験
科
目
と
し
て
加

わ
っ
た
。
ま
た
、
一
般
入

学
試
験
に
お
い
て
、
本
学

以
外
の
サ
テ
ラ
イ
ト
試
験

場
は
、Ａ
日
程
入
試
で
は
、

昨
年
の
14
会
場
に
郡
山
会

場
を
新
た
に
設
け
15
会
場

で
実
施
。
Ｂ
日
程
に
つ
い

て
は
昨
年
の
６
会
場
か

ら
、
Ａ
日
程
と
同
様
の
15

会
場
で
の
実
施
と
な
る
。

■ 

29
年
度
入
試
の
変
更
点

張
メ
ッ
セ
や
東
京
・
青
山

の
商
業
施
設
「
ス
パ
イ
ラ

ル
」、
東
京
体
育
館
な
ど
。

海
外
で
は
２
０
０
１
年
の
９

・
11
同
時
多
発
テ
ロ
で
崩
壊

し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ワ
ー

ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
・
セ
ン
タ

ー
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
フ
ォ

ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド

・
セ
ン
タ
ー
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
）

メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
新
館
な
ど
が

有
名
だ
。

　
今
年
３
月
に
は
、
イ
ン
ド

で
建
設
さ
れ
る
新
た
な
州
都

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
選
ぶ

国
際
招
待
コ
ン
ペ
に
優
勝
し

世
界
的
な
話
題
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
４
年
に
は
、
当
時

進
行
中
の
新
国
立
競
技
場
の

建
設
計
画
に
つ
い
て
発
言
。

観
客
席
の
上
部
だ
け
に
屋
根

を
設
け
て
、
内
部
に
子
ど
も

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
併
設
す
る

コ
ン
セ
プ
ト
を
提
案
す
る
な

ど
、
近
年
は
社
会
的
発
言
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
６
月
８
日
、
会
場
の
４
号

館
４
３
５
号
教
室
は
、
こ
の

よ
う
な
槇
氏
の
講
演
を
聴
こ

う
と
集
ま
っ
た
約
３
５
０
人

の
学
生
た
ち
で
超
満
員
。

　
そ
ん
な
学
生
た
ち
に
槇
氏

は
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
な
ど

の
作
品
を
例
に
挙
げ
な
が
ら

「
都
市
に
人
の
居
場
所
を
作

る
」
と
い
う
自
分
の
設
計
思

想
を
語
り
か
け
た
。
そ
れ
は

要
約
す
れ
ば
「
都
市
に
は

人
々
が
連
れ
立
っ
て
集
う
場

所
と
、
独
り
で
行
っ
て
孤
独

に
過
ご
せ
る
場
所
を
用
意
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
た
だ

し
、
そ
れ
を
別
々
に
設
け
る

必
要
は
な
い
」
｜
｜
。

　「
設
計
が
う
ま
く
い
か
な

い
時
、
先
生
は
ど
う
さ
れ
ま

す
か
？
」。
講
演
後
、
会
場

か
ら
出
た
こ
ん
な
質
問
に
は

「
苦
し
み
ま
す
。
私
は
今
で

も
苦
し
み
な
が
ら
設
計
を
し

て
い
ま
す
」。

　
会
場
に
ほ
っ
と
し
た
よ
う

な
空
気
が
流
れ
た
。

　
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た

今
村
創
平
准
教
授
の
話
　
実

は
私
も
槇
先
生
へ
の
質
問
を

い
く
つ
も
用
意
し
て
い
た
の

で
す
が
、
学
生
諸
君
の
手
が

次
々
に
挙
が
っ
て
、
結
局
私

ＡＯ・推薦・特別・編入学試験

試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

ＡＯ創造入学試験
〔書類審査・実技・面接〕

８/４（木）～９/５（月）（消印有効）

９/18（日）または
９/19（月・祝） 　

（社会システム科学部
は９月18日（日）のみ）

９/23（金）

公募制推薦入学試験
〔書類審査・読解力テスト・面接〕 10／17（月）～11／１（火）（消印有効） 11／12（土） 11／17（木）

専門高校推薦入学試験
〔書類審査・面接〕 10／17（月）～11／１（火）（消印有効） 11／12（土） 11／17（木）

指定校制推薦入学試験
【一般高校・専門高校】
〔書類審査・面接〕

10／17（月）～11／１（火）（消印有効） 11／13（日） 11／17（木）

帰国生徒推薦入学試験【指定校制】
〔書類審査・面接〕 10／17（月）～11／１（火）（消印有効） 11／13（日） 11／17（木）

帰国生徒特別入学試験
〔書類審査・小論文・面接〕 10／17（月）～11／１（火）（消印有効） 11／12（土） 11／17（木）

社会人特別入学試験
〔書類審査・小論文・面接〕 10／17（月）～11／１（火）（消印有効） 11／12（土） 11／17（木）

外国人留学生特別入学試験
〔書類審査・面接・日本留学試験結果〕

９／27（火）～10／７（金）（窓口受付
のみ） 11／12（土） 11／17（木）

編入学試験〔書類審査・小論文・面接〕
３年次受け入れ

９／27（火）～10／７（金）（消印有効） 11／12（土） 11／17（木）

指定校制(高等専門学校)編入学試験 ９／27（火）～10／７（金）（消印有効） 11／12（土） 11／17（木）

大学入試センター利用入学試験・一般入学試験

試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

大学入試センター利用入学試験【前期】
（2WAY方式、全学部･全学科入試） 12／21（水）～１／13（金）（消印有効）

１／14（土）
　　15（日）
ｾﾝﾀｰ試験

（本学個別試験なし）

２／７（火）

大学入試センター利用入学試験【中期】
（全学部･全学科入試）

１／26（木）～２／12（日）（消印有効）
２／13（月）～２／16（木）（窓口受付）

１／14（土）
　　15（日）
ｾﾝﾀｰ試験

（本学個別試験なし）

２／21（火）

大学入試センター利用入学試験【後期】
（全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

２／13（月）～２／28（火）（消印有効）
３／１（水）～３／４（土）（窓口受付）

１／14（土）
　　15（日）
ｾﾝﾀｰ試験

＋
３／５（日）

本学試験【午後実施】

３／８（水）

Ａ日程入学試験
（自動加重配点方式、試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

12／21（水）～１／25（水）（消印有効）
１／26（木）～１／30（月）（窓口受付）

１／31（火）
２／１（水）
　　２（木）
　　３（金）

２／7（火）

Ｂ日程入学試験
（２教科受験、試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

１／26（木）～２／12（日）（消印有効）
２／13（月）～２／16（木）（窓口受付）

２／17（金）
　　18（土）

２／21（火）

Ｃ日程入学試験
（同一時間内２教科選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

２／13（月）～２／28（火）（消印有効）
３／１（水）～３／４（土）（窓口受付）

３／５（日）
【午前実施】

３／８（水）

平成29年度 千葉工業大学入学試験日程

の
出
番
は
な
し
。
う
れ
し
い

誤
算
で
し
た
。

小
宮
学
長
が
関
東

工
教
会
長
に
就
任

　
５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た

関
東
工
学
教
育
協
会
理
事
会

に
お
い
て
、
小
宮
学
長

写

真

が
会
長
に
選
任
さ
れ
就

任
し
た
。
関
東
工
学
教
育
協

会
は
、
戦
後
の
復
興
に
は
工

業
の
再
建
・
発
展
が
不
可
欠

と
の
認
識
か
ら
、
昭
和
27
年

連
合
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ

Ｑ
）
の
指
導
に
よ
り
米
国
工

学
教
育
協
会
（ASEE

）
に
倣

い
設
立
さ
れ
、
日
本
の
工
学

教
育
の
振
興
と
産
業
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
る
。
小
宮
学

長
は
、
会
長
就
任
後
に
同
協

会
の
定
時
総
会
で
挨
拶
し
、

こ
れ
か
ら
の
工
学
教
育
に
は

従
来
以
上
に
密
な
産
官
学
の

連
携
が
不
可
欠
、
高
大
接
続

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
も
見
据

え
て
教
育
機
関
と
産
業
界
は

勿
論
、
文
部
科
学
省
や
経
済

産
業
省
等
と
も
連
携
し
、
欧

米
に
負
け
な
い
工
学
教
育
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
た

い
、
と
述
べ
た
。

　在学中、校舎のエコ環境改修のため

の断熱設備（二重サッシ）の増設が、

教室の温熱環境にどの程度影響を与え

るかを、実際の教室で調査し、研究結

果を発表しました。

　教授と研究室の仲間と一緒に毎日、

学内の食堂で昼食を食べたことがとて

も印象に残っています。教授が自宅か

らわざわざ持ってきてくださったお惣

菜のご相伴にあずかりながら、皆と楽

しく会話したことが今でも忘れられま

せん。

　現在の仕事は、建設現場での施工管

理です。施工の品質、安全、工程、環

境に配慮して作業が行われているか

を、現場担当としてチェックしていま

す。さまざまな業種の人たちと連携

し、打ち合わせを重ねながら、皆で

１つの建物を作り上げる

ことが一番のやりがいで

す。

　東洋熱工業は、社員が

希望すれば各種の資格取

得や部活動など、さまざ

まなことにチャレンジさ

せてくれる会社です。私

も野球部活動に参加し、

試合に勝つにはチームプ

レーが何よりも大切で、

それは仕事においても同

様だと感じています。社員旅行で

学生たちに語りかける槇文彦氏(左)
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Ｐ
Ｐ
Ａ
（
保
護
者
と
教
職

員
の
会
）は
、昭
和
24
年
に
発

足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
千
葉

工
業
大
学
が
新
制
の
大
学
と

し
て
認
可
さ
れ
た
の
と
ほ
ぼ

同
時
期
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
前

か
ら
保
護
者
と
教
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
学
生
生
活
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
た
と
い

う
歴
史
は
、
今
も
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
去
る
６
月
25
日
（
土
）
に

津
田
沼
に
て
Ｐ
Ｐ
Ａ
総
会
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
保
護
者

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
保
護
者

や
研
究
室
の
保
養
所
利
用
増

加
・
学
生
の
海
外
渡
航
の
増

加
が
報
告
さ
れ
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
事

業
が
有
意
義
に
働
い
て
い
る

こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
秋
に
は
、
遠
方
の
保

護
者
の
皆
様
向
け
に
も
、
地

区
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
全
国
41
会
場
へ
教
職
員

が
出
向
い
て
、
大
学
の
状
況

説
明
や
、
個
別
面
談
等
を
実

施
致
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
に
も
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
で

は
、
学
生
の
課
外
活
動
や
研

究
活
動
、
進
路
等
に
関
す
る

様
々
な
援
助
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
是
非
一
度
、

「
Ｐ
Ｐ
Ａ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
活
動
に
ご

協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
橋
口
　
秀
子

　
恒
例
の
女
子
会
を
３
カ
月

ぶ
り
に
開
催
し
た
。
退
職
者

を
含
む
、
工
大
の
女
子
職
員

気
の
会
う
仲
間
で
誕
生
日
を

祝
う
と
い
う
名
目
。
す
で
に

10
年
以
上
も
続
い
て
い
る

が
、
年
齢
幅
も
意
外
に
？
広

い
た
め
、
毎
回
、
話
の
ネ
タ

が
つ
き
な
い
。

　
近
年
は
、
何
か
に
つ
け
意

図
す
る
単
語
を
発
す
る
こ
と

が
で
き
ず
も
ど
か
し
い
思
い

も
し
て
い
て
「
ほ
ら
ほ
ら
、

な
ん
だ
っ
け
？
あ
れ
よ
あ

れ
！
」
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。

し
か
し
、
こ
ん
な
や
り
取
り

だ
け
で
も
パ
ズ
ル
を
組
み
合

わ
せ
る
よ
う
に
会
話
が
成
立

す
る
か
ら
不
思
議
で
、
最
終

的
に
は
お
腹
が
よ
じ
れ
る
ほ

ど
笑
っ
て
解
散
と
な
る
。

　
自
分
が
学
生
の
頃
は
、
学

業
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ー
ク
ル

活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
と
忙

し
い
時
間
の
中
で
色
々
な
経

験
を
し
、
そ
れ
こ
そ
、
今
が

一
番
楽
し
い
！
と
言
え
る
時

間
を
過
ご
し
て
い
た
。

　
本
学
の
学
生
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
若
い
っ
て
い
い

な
…
と
、
ポ
ン
コ
ツ
気
味
の

自
分
を
情
け
な
く
思
う
こ
と

も
あ
る
も
の
の
、「
歳
と
っ
て

た
っ
て
、意
外
に
い
い
よ
！
」

と
胸
を
張
れ
る
自
分
も
い

る
。
さ
あ
、
夏
到
来
！
　
入

試
広
報
課
は
、
ま
だ
ま
だ
イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
１
・
２
年
生
が
中
心
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
先
生
と

学
生
と
の
触
れ
合
い
は
授
業

が
主
で
す
。
そ
こ
で
新
習
志

野
図
書
館
で
は
、
昨
年
よ
り

「
シ
ン
ナ
ラ
イ
ブ
」
と
い

う
、
先
生
に
よ
る
ミ
ニ
レ
ク

チ
ャ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
本
学
の
教
育

目
標
・
方
法
で
あ
る
「
師
弟

同
行
、
師
弟
共
生
」
の
実
現

を
目
指
し
、
先
生
と
学
生
が

一
体
と
な
っ
て
学
問
に
携
わ

り
、
授
業
以
外
で
も
触
れ
合

う
機
会
を
も
っ
て
欲
し
い
と

の
願
い
で
企
画
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
本
学
の
前
身
で

あ
る
興
亜
工
業
大
学
で
は
、

塾
教
育
に
重
点
を
置
き
、

教
師
を
囲
ん
で
芝
生
の
上
で

外
国
語
教
育
が
行
わ
れ
て
い

た
と
の
こ
と
。
当
時
の
よ
う

に
、
外
の
開
放
的
な
場
で
、

と
も
に
学
び
あ
う
機
会
を
、

と
の
考
え
か
ら
、
図
書
館
入

口
前
で
行
っ
て
い
ま
す
。
シ

ン
ナ
ラ
イ
ブ
中
に
学
生
が
熱

心
に
メ
モ
を
取
り
、
先
生
に

質
問
す
る
姿
を
見
る
た
び

に
、
学
生
の
知
的
好
奇
心
が

刺
激
さ
れ
、
大
学
で
学
ぶ
意

欲
が
わ
く
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
次
回
の
10
月
26
日(

水)

12:

20
〜
12:

50
の
シ
ン
ナ
ラ

イ
ブ
で
は
、
内
海
秀
幸
先
生

に
よ
る
生
演
奏
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
図
書
館
事
務
課

　
　
　
　
　
　
高
池
　
宣
彦

　
産
学
連
携
に
携
わ
る
実
務

者
に
、
格
好
の
テ
キ
ス
ト
。

同
名
本
を
７
年
ぶ
り
に
改
定

し
、
歴
史
、
理
論
か
ら
事
例

ま
で
を
体
系
的
に
収
録
。
分

量
も
約
２
倍
に
な
っ
た
。

　
現
代
は
企
業
だ
け
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
必
要
な

知
識
・
技
術
を
生
み
出
す
の

は
難
し
く
、
大
学
と
連
携
す

る
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い

る
。

　
産
学
連
携
は
１
９
９
５
年

の
科
学
技
術
基
本
法
制
定
、

続
く
１
９
９
６
年
の
第
1
期

科
学
技
術
基
本
計
画
の
策
定

を
基
盤
に
進
め
ら
れ
て
き

た
。
だ
が
企
業
と
大
学
は
、

も
と
も
と
目
的
や
性
格
が
大

き
く
異
な
り
、
連
携
を
円
滑

に
進
め
成
果
を
得
る
に
は
、

克
服
す
べ
き
課
題
も
多
い
。

　
本
書
は
、
産
学
連
携
の
歴

史
、
省
庁
の
政
策
、
地
域
モ

デ
ル
と
事
例
、
大
学
の
取
り

組
み
方
な
ど
に
つ
い
て
、

　
上
巻
▽
第
一
編
　
産
学
連

携
を
促
進
す
る
政
策
と
制
度

(

13
章)

▽
第
二
編
　
地
域
シ

ス
テ
ム(

２
部
17
章) 

　
下
巻
▽
第
三
編
　
大
学
の

仕
組
み(

20
章)

▽
第
四
編
　

産
学
官
連
携
事
例(

17
章)

　
｜
｜
に
分
け
、
そ
の
現
場

と
学
術
的
な
側
面
を
分
か
り

や
す
く
解
説
。
産
学
連
携
の

全
体
像
や
重
要
な
概
念
、
事

例
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

上
巻
２
４
５
㌻
、下
巻
２
９

８
㌻
。

出 版

事
例
と
理
論
を
体
系
的
に

著
者

山
口
佳
和
・
本
学
経
営
情
報
科
学
科
教
授
、
山
崎
晃
・
同
金
融
・
経
営

　
　
　
リ
ス
ク
科
学
科
教
授
、
伊
藤
正
実
・
群
馬
大
教
授
、
小
野
浩
幸
・
山
形

　
　
　
大
教
授
ら
57
人
が
執
筆

発
行

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
産
学
連
携
学
会

価
格

上
・
下
巻
各
２
０
０
０
円(

税
込
み)

テ
キ
ス
ト

産
学
連
携
学
入
門
（
上
・
下
巻
）改
訂
版

山口佳和教授

　小お

原は

ら

沢ざ

わ

　
則の

り

之ゆ

き

（
国
際
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー

　
主
任
研
究
員
）

　
社
会
一
般
に
貢
献
す
る
よ

う
な
研
究
を
テ
ー
マ
に
の
び

の
び
思
い
切
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
視

点
か
ら
新
た
な
情
報
を
開
発

し
、
国
際
金
融
研
究
セ
ン
タ

ー
を
通
じ
て
発
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
人
々
の
賢
い
資
産

形
成
に
貢
献
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
任
紹
介

（敬称略）

研
究
員

　
谷
津
干
潟
が
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
さ
れ
た
日（
１

９
９
３
年
６
月
10
日
）を

挟

ん
で
習
志
野
市
と
市
民
は
毎

年
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
今
年

も
「
谷
津
干
潟
の
日
フ
ェ
ス

タ
〜
伝
え
た
い
　
ふ
る
さ
と

の
海
　
谷
津
干
潟
〜
」
が
６

月
４
・
５
、
11
・
12
日
、
本
学

新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
北
西

の
谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た

写
真
。

　
11
日
は
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ

ェ
「
谷
津
干
潟
　
保
全
と

調
査
の
最
前
線
」。
コ
ー
ヒ

ー
、
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
専

門
家
の
話
や
大
学
・
高
校
の

研
究
成
果
を
聞
く
催
し
で
、

本
学
か
ら
▽
生
命
環
境
科
学

科
大
気
圏
環
境
研
究
室
（
小

田
僚
子
准
教
授
）
▽
同
生
活

圏
環
境
研
究
室
（
小
浦
節
子

教
授
）
▽
同
生
物
圏
環
境
研

究
室
（
村
上
和
仁
教
授
）
▽

同
水
圏
環
境
研
究
室
（
矢
内

栄
二
教
授
）
が
参
加
し
た
。

　
小
田
研
は
「
谷
津
干
潟
は

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を

緩
和
す
る
の
か
？
」
と
題

し
、
干
潟
上
で
測
定
し
た
気

象
観
測
デ
ー
タ
に
基
づ
き
干

潟
表
面
と
大
気
間
の
熱
輸
送

量
に
つ
い
て
評
価
し
た
。

　
小
浦
研
は
「
谷
津
干
潟

の
臭
い
は
気
に
な
り
ま
す

か
？
」
と
、
干
潟
の
臭
い
の

成
分
・
濃
度
を
調
査
し
、
外

来
種
で
あ
る
ホ
ン
ビ
ノ
ス
貝

を
活
用
し
た
臭
い
低
減
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

　
村
上
研
は
「
人
工
的
自
然

干
潟
と
自
然
的
人
工
干
潟
を

比
べ
て
み
る
と
？
」。
干
潟

版
水
環
境
健
全
性
指
標
を
用

い
谷
津
干
潟
と
葛
西
臨
海
公

園
西
な
ぎ
さ
を
比
較
検
討
。

　
矢
内
研
は
「
ア
オ
サ
は
ど

こ
か
ら
来
る
の
？
」
と
題

し
、
谷
津
干
潟
周
辺
の
地
形

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
ア
オ
サ

の
発
生
源
を
解
析
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
県
立
津
田
沼
高

や
日
本
大
、
立
正
大
、
東
邦

大
、
国
立
環
境
研
究
所
、
環

境
省
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　
４
・
５
日
に
は
村
上
研
が

谷
津
干
潟
に
関
す
る
調
査
パ

ネ
ル
を
ブ
ー
ス
展
示
。
来
場

者
参
加
型
で
水
環
境
健
全
性

指
標
を
調
査
し
た
。

　
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
内
で

は
本
学
生
物
部
（
顧
問
・
橋

本
香
保
子
准
教
授
）
が
「
作

っ
て
遊
ぼ
う
、
ホ
ン
ビ
ノ
ス

ガ
イ
」
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
。

セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
は
、
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
風
神
部
が

演
舞
を
披
露
し
た
。

５
学
部
17
学
科
制
を
説
明

　
今
年
度
初
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
が
６
月
12
日

（
日
）、
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
、
高
校
生
や
保

護
者
ら
２
５
５
１
人
が
来
場

し
た
。

　
今
年
か
ら
５
学
部
17
学
科

体
制
と
な
り
、
３
つ
に
分
か

れ
た
工
学
部
の
内
容
を
よ
く

知
ろ
う
と
学
部
学
科
全
体
説

明
会
や
各
学
科
ブ
ー
ス
の
説

明
会
、
学
び
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
見
て
回
る
人
々
が

目
立
っ
た
。
ま
た
、

学
生
企
画
の
コ
マ
大

戦
や
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

カ
ー
、
千
葉
工
大
の

学
内
を
あ
り
の
ま
ま

に
表
現
し
た
デ
ジ
タ

ル
作
品
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｄ
Ｏ
」、
プ
チ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
好
評

だ
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
在
学

生
か
ら
ナ
マ
の
声
が

聞
け
る
「
在
学
生
に

き
い
て
み
よ
う
」
や

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

に
も
、
多
く
の
来
場

者
が
参
加
し
た
。

６
月
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

谷津干潟保全へ参加
■ フェスタに本学 各研究室

㊨
年
代
を
問
わ
ず
盛
り
上
が
っ
た
コ
マ
大
戦

㊤
プ
チ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
学
生
が
丁
寧
に
対
応


